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環境報告書の作成にあたって

報告書適用範囲	 ：	国立大学法人島根大学の組織全ての活動を対象
	 	（松江キャンパス及び出雲キャンパス）

報告書対象期間	 ：	2006年4月～2007年3月
	 	（期間外の事項については当該箇所に明記）

公　表　方　法	 ：	島根大学ホームページに掲載
H P ア ド レ ス	 ：	http://www.shimane-u.ac.jp/ems/
発　行　年　月	 ：	2007年9月

島根大学松江キャンパスでは，2006年3月にISO14001の認証を
取得，2007年3月には大輪地区及び本庄地区への範囲拡大認証を取得
しました。
写真は，審査報告書を審査機関から受領する学長と主任審査員を撮影
したものです。

JQA-EM5230

◆島根大学の環境問題・環境報告書に関するご意見，ご感想をお聞かせください。

島根大学財務部施設企画課
TEL：0852（32）9829
FAX：0852（32）6049

E-Mail：zki-kankyo@jn.shimane-u.ac.jp

島根大学では，学生･教職員が一体となって環境マネジメントシステム（EMS）を構築し，環境
教育・研究の推進，キャンパスアメニティの向上，教育・研究・医療活動による環境負荷の低減
に向け，積極的に取り組んでいます。松江キャンパスに続いて，2007年3月に，附属学校地区
及び本庄農場地区においてISO14001の認証を取得しました。また，出雲キャンパスにおいて
も2007年度中の認証取得を目指しています。

2007年6月，島根県大田市大森地区を中心に広がる，わが国を代表する鉱山遺跡である
「石見銀山遺跡とその文化的景観」が世界遺産として登録されました。石見銀山の特徴である「山
を崩したり森林を伐採したりせず，狭い坑道を掘り進んで採掘するという，環境に配慮した生産
方式」が，「21世紀が必要としている環境への配慮について，当時すでに行われていた」として，
委員会で評価されたと聞いています。身近にあるこのような先人の営みを踏まえ，「人とともに
　地域とともに」をキャッチフレーズとしている本学が，環境に配慮した取組みを一層推進する
ことの意義ははかり知れません。

松江キャンパス及び出雲キャンパスのEMS実施委員会，学生EMS委員会が中心となってこ
の間の取組みを見直し，さらに環境に配慮した教育・研究・医療活動を推進するため，「島根大
学環境報告書2007」を作成しましたので公表します。

次回の環境報告書を作成する際に参考とさせていただきますので、お手数ですが、島根大学環境
報告書Webページに掲載していますアンケートにご協力いただきますようお願いします。（ ）

http://www.shimane-u.ac.jp/ems/
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学長からのメッセージ

地球環境の悪化を食い止め，21世紀を「緑の世紀」にするためには，
人類の知恵と技術を総動員した我々自身による日々の努力が必要です。
2006年4月に施行された「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の
環境に配慮した事業活動の促進に関する法律（環境配慮促進法）」におい
ても，国立大学法人を含む特定法人に対して，より一層の環境に配慮し
た活動の実施が求められており，EMS活動に取り組むことは，事業活動
を行う者の社会的責任であるだけでなく，義務となりました。
本学構成員にとって，認証登録を取得したISO14001に基づくEMS活

動を行うこと，また，環境問題について学生教育を行うことは重要な本
務の一つであります。本学では，昨年度末，大輪地区及び本庄地区についてもISO14001の認証登録
を取得し，本年度は附属病院を含む出雲キャンパスへも適用拡大することを目指しています。
一方，法人化に伴って，労働安全衛生法が適用される等，実験系活動等における安全の確保に関

する法的規制が厳しくなっていますが，日常的にEMS活動を推進することはキャンパスの安全を確
保することにつながります。同時に，省資源，省エネルギー，そして経費の節減にも貢献できます。
環境問題は「地球規模で考え，具体的行動は身の回りから」と言う発想が大事です。島根大学は大

工場に匹敵する環境負荷を自然界や近隣地域に与えています。認証登録を取得した環境管理システ
ム，ISO14001を全学に適用拡大することによって，学内環境を改善するとともに，本学の社会的責
任を果たし，21世紀を「緑の世紀」にするために貢献したいと考えています。

島根大学長

1
21世紀を「緑の世紀」に

島根大学環境方針

●基本理念
本学の使命は，人類共有の財産である知的文化を継承・発展させ，教育，研究，医療および社

会貢献活動を通じて社会の発展と人類福祉の向上に貢献することです。この使命を全うするに相
応しい良好な大学環境を創造するとともに，次世代の環境を担う優れた人材の育成に努めます。

●基本方針
本学の基本理念に基づき，キャンパス内の全ての職員および学生等の協力のもとに，以下の活

動を積極的に推進します。
1.	環境改善に資する能力を持った人材育成に努めます。
2.	研究成果の普及，医療サービスの実施により，地域環境および地球環境の改善に努めます。
3.	職員および学生等全体で快適な学内環境の構築に努めます。	
4.	省資源，省エネルギー，廃棄物の減量化および化学物質の適正管理などにより，汚染の予
防と継続的な環境改善を行います。

5.	本学に適用される環境関連の法令および本学が決めた事項を守ります。

2006年4月1日　　　　　	
島根大学長
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島根大学2006年度のトピックス3
環境関連授業の開設

―PDCAサイクルで，高い環境リテラシーを育てる―
環境問題を総合的に取り扱い，実践活動も含んだ ｢環境問題通論｣ を

2001年度から開講しています。高い環境リテラシーを有する学生を育
てるため，この他にも多くの環境関連科目が開講されています。これら
の環境関連科目のうち共通教養科目24科目について，関心のあるジャン
ルごとにわかりやすく紹介した「環境関連科目ガイド」平成18年度版を
作成して新入生全員に配布し，受講を促しました。

汽水域の自然・環境再生研究拠点形成プロジェクト
―汽水域研究の世界的拠点形成を目指して―

斐伊川河口部に位置する宍道湖・中海は，2005年にラムサール
条約に登録され，自然との共生を目指した両湖の賢明な利用（ワイ
ズユース）の議論が始まっています。湖の豊かな恵みを将来の世代
に引き継ぐためには，まず２つの湖の過去を知り，そして未来に向
けて再生を図らなければなりません。
このプロジェクトでは，わが国を代表する汽水湖である宍道湖と

中海をモデルフィールドとして，生態学，工学，地球化学，分析化学，
水文学などの学内の様々な専門領域の視点から，持続的で賢明な汽
水域の利用のあり方を科学的に明らかにすることを目標としています。
詳しくは「島根大学お宝研究」1-6ページ：
http://www.shimane-u.ac.jp/images/stories/eventH19/month06/otakara_kenkyu1.pdf
その他，以下のホームページにも本学の各研究が掲載されています。
島根大学プロジェクト研究推進機構：http://www.proken.shimane-u.ac.jp/
島根大学汽水域研究センター：http://pm75.soc.shimane-u.ac.jp/indexj.html

学生とともに実施する環境活動
―学生とともに歩み，育つ環境マネジメントシステムへ―

●環境マネジメントシステム実施委員会の組織
島根大学では，松江キャンパス及び出雲キャンパスに環境マネ

ジメントシステム実施委員会を設置し，大学内での環境に配慮し
た活動の計画（Plan），実施（Do），評価（Check），見直し（Action）
を審議し，活動することにより継続的な改善を目指しています。
毎月開催される定例の委員会へは，教員，職員及び学生の各代表
がそれぞれの立場から委員として参加し，議論を重ねています。
特に，委員会組織としては教員，職員，学生が同じ席上で対等に
意見を交わすという体制は，画期的な取組みです。

●「島根大学環境マネジメントシステムリーダー」資格付与
島根大学では，１年以上島根大学のEMS活動に携わり，またISO14001内部監査員研修以上の研

修修了者であり，EMS活動に対して改善を提案できる学生に対し，教育効果の高揚，就職支援に役

�
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立つことを目的として2007年1月に新たに設置された学内資格認定制度である「島根大学環境マネジメ
ントシステムリーダー」という資格の付与を決定しました。

●学長からの学生表彰
島根大学では，学業成績が優秀な者など特に学長が表彰に値する

と認めた者について，学生表彰を実施しています。2005年度に3名，
2006年度に3名の卒業及び大学院修了学生が，EMS活動への顕著
な活動実績に対し表彰を受けました。

●学生EMS委員会委員委嘱状の発令及び感謝状の授与（松江キャンパス）
松江キャンパスでは，大学内でEMS活動の実践を自ら志望した学生に対し，学長名で学生EMS委員

会委員の委嘱状を発令しています。委員は，ISO14001内部監査員研修を受講し，実際に内部監査員と
して学内の内部監査にも参加しています。年度末には感謝状を贈り，その功績を称えています。

ISO14001認証の範囲拡大を達成
―活動の輪は附属学校及び附属農場へ―

●大輪地区（附属学校部）PDCAサイクルで未来の環境を担う子どもを育てる
教育学部の附属中学校，小学校及び幼稚園では，子ども達の環境

意識を継続的に高めていくためのPDCAサイクルによるシステムの
構築を進めました。2007年3月，そのシステムがISO14001規格
に適合していると認められ，認証取得を成し遂げました。これを契
機に，子ども達から保護者へ，そして地域全体の環境意識の向上に
繋がることを願って，子ども達と教職員が一丸となって活動してい
きます。

●本庄地区（本庄総合農場）　環境に優しい農場で人材と研究，そして未来を飾る苗木も育てる
生物資源科学部の附属施設である本庄農場では様々な栽培等が行

われていますが，その過程で環境に負荷を与えることも考えられま
す。一方，約145品種，計500本のサクラ等，多数の植物が管理さ
れており，一般公開，苗木販売，育て方講座，また環境保全型農業
に関する教育・研究などの環境貢献活動も盛んです。本庄農場では，
環境負荷を抑制するとともに貢献面を充実させていくためのPDCA
サイクルによるシステムの構築を進め，2007年3月，ISO14001
認証取得という花が開きました。詳しくは本庄農場のホームページ
をご覧ください。
本庄農場：http://ufsu.life.shimane-u.ac.jp/ercbr/

松江市環境保全功労表彰を受賞
―「リサイクル都市日本一」を目指す松江市とともに―

島根大学は，「松江市環境保全功労表彰」を受賞し，2006年9月
に開催された「環境フェスティバルin	松江」において，松江市長から
表彰されました。	
この表彰は，島根大学が環境に配慮した活動を教職員・学生と一体

となって取組み，2006年3月には，中国・四国・九州地区の国立大学
では初の，複数学部からなるキャンパス単位でISO14001の認証を取
得した成果に対し，その功績が顕彰されたものです。
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島根大学の概要4
⑴島根大学組織図

●法文学部（人文社会科学研究科）
人間行動のグローバル化を通して複雑化し変動する現代社会の諸

事象と課題を的確に捉え，地域の課題に実践的に対応できる能力を
もった学生を養成します。

●教育学部（教育学研究科）
山陰地域における唯一の教員養成担当（基幹）学部として，多様化，

複雑化する教育問題の解決に適切に対応し，地域の学校教育の発展を
担うに相応しい高度な資質を有する学校教員を養成します。

⑵島根大学の学部紹介
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●医学部（医学系研究科）
国際的視野に立った豊かな教養と高い倫理観を備え，科学的探究

心に富む人材の養成と医学及び看護学の向上を目的として教育研究及
び医療を行うとともに，その成果をもって地域社会の発展に寄与し，
人類の福祉に貢献し得る高度専門職業人を養成します。

●医学部附属病院
地域医療と先進医療が調和する大学病院をめざして，患者さん中

心の全人的医療の実践及び地域医療人との連携を重視した医療の提供
を行うとともに，人間性豊かな思いやりのある医療人を育成し，地域
社会に還元できる研究を推進します。

●総合理工学部（総合理工学研究科）
自然現象の学理を探求する理学分野と科学技術の人類社会への応

用を図る工学分野を融合し，基礎科学から応用科学までの幅広い教育
研究を行い，広い視野と柔軟な判断力及び実践力を備えた創造性豊か
な人材を育成します。

●生物資源科学部（生物資源科学研究科）
人間社会と自然環境の調和，人類と他の生物との共存の下での快

適で豊かな地域社会・国際社会の創造に貢献するため，生物，生態，
生命，生産，生活を包含する「ライフ」に関する科学技術の開発につ
いての教育と研究を行います。

●法務研究科
地域社会の法化の進展に寄与するとともに，東アジア・環太平洋地域を中心とした国際社会の発展に

貢献できる，高度の法的思考力と知識を有する，専門的ジェネラリストとしての法曹を養成します。
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キャンパス位置図

松江キャンパス出雲キャンパス

●学内共同教育施設等
学内には，各学部や研究科等に所属する研究者が共同して教育・

研究にあたる施設として，「生涯学習教育研究センター」「総合情報処
理センター」「汽水域研究センター」「外国語教育センター」「産学連
携センター」「総合科学研究支援センター」等一連の教育研究施設を
設置しています（写真は産学連携センター）。
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図1　教職員数

図2　学部学生

図3　大学院学生

男

女
附 属 幼 稚 園

附 属 小 学 校

附 属 中 学 校

図4　附属学校幼児・児童・生徒数

⑶職員・学生数 （2006年5月1日現在）
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環境マネジメントシステムの運用組織5
●運用組織
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学　　　長

連携・協力

図5　環境マネジメントシステム組織図

環境マネジメントシステムを運用するための人材育成
－ISO14001内部監査員研修及びISO14001環境審査員研修の実施－

島根大学では，大学でのEMS活動が計画に沿って実施され
ているか，自ら定めた手順を順守しているかなどのチェックを
行うため，毎年内部監査を実施しています。この監査を行う監
査員には，監査員としての力量を身につける必要があります。
この人材を育成するため，毎年外部研修機関による内部監査員
研修を実施し，既に松江キャンパスで約70名，出雲キャンパ
スで約30名を育成しています。また，そのうち学生について
は松江キャンパスで18名が，出雲キャンパスで5名が受講し，
実際に内部監査員として活躍しています。

あわせて，EMS活動を実効的なものとするために，毎年外部研修機関により，環境審査員への第1歩
である5日間にわたるISO14001環境審査員研修も実施し，松江キャンパスでは教職員12名，学生4
名が，出雲キャンパスでも教職員5名がこの研修を修了し，リーダー的役割を担いながら，継続的改善
に努めています。
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環境目的・目標6
⑴環境マネジメントシステムへの取組み経緯

1999年
	（平11年）

9月 当時の吉川学長が開学50周年を機に，「キャンパス環境キャンペーン」を提起	
①	環境方針案の策定，②	環境保全型大学運営を推進するための調査検討，
③	ISO14001取得事前検討，④	環境研究の推進，
⑤	環境教育の推進等の活動
等大学に対して多くの提言あり

2001年	
（平13年）

12月
	 環境委員会及びキャンパス･アメニティー専門委員会を設置

2003年	
（平15年）

10月
	 島根大学と島根医科大学が統合

2004年
（平16年）

4月 国立大学法人となる
教育研究評議会，経営協議会，役員会においてEMSの構築を承認

6月 2007年度末までにEMSを構築する旨明示した中期目標・計画の認可

9月 役員会において，EMS構築にはISO14001の認証取得を基本方向として検討を進め
る旨決定

11月 環境委員会においてISO14001の認証取得を目指す旨承認

2005年
（平17年）

3月 学長による「環境方針」公表

4月 松江キャンパスEMS実施委員会の設置，各部局等EMS対応委員会の設置

6月 試行開始（松江キャンパス）

12月 出雲キャンパスEMS実施委員会の設置

2006年
（平18年）

1月 ISO本審査ファーストステージの実施（松江キャンパス）

2月 ISO本審査セカンドステージの実施（松江キャンパス）

3月 ISO14001認証取得（松江キャンパス）	

6月 環境月間行事「一斉清掃」「駐輪指導，自転車点検」（松江キャンパス）	

2007年
（平19年）

2月 ISO定期審査及び範囲拡大審査の実施（松江キャンパス）

3月 ISO14001定期審査合格及び範囲拡大審査認証取得（松江キャンパス）	

　なお，今後は，松江キャンパスにおける実践と検証を行いながら，2007年度末までに出雲キャンパス
において，ISO14001による認証範囲を拡大し，全学で認証取得する予定です。
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⑵2006年度の取組み目的・目標 ―38項目の目的と72項目の目標達成に向けて―

松江キャンパスでは，8つのカテゴリーごとに38項目の環境目的を策定し，その下に72項
目の環境目標を掲げ，目標実現に向けて活動を実施してきました。各項目の評価を右欄に示し
ています。詳しくは，「11.松江キャンパスでの取組み」をご覧ください。

①環境教育
番号 環境目的 環境目標 評価

1
環境に配慮した人材育成をする

環境教育の実施
「環境問題通論」及びその他の専門的環境関連授業 △

2 環境教育の実施（実践活動） △
3 島根大学としての環境教育体制の構築 △

②環境研究
番号 環境目的 環境目標 評価

1

環境研究成果の普及を推進する

環境研究の実態調査を行う
実態調査により，環境研究の状況を把握する ○

2 普及策を実施する ○

3 特筆すべき環境研究を抽出し，公開する
（Web，広報誌「しまだい」上で公開する） ○

4 環境研究成果の普及に関する調査を実施する ○

③エネルギー
番号 環境目的 環境目標 評価

1

二酸化炭素排出量を削減する

電気使用の削減
（2007年度までに2003年度比で３％削減） ○

2 ガス使用の削減
（2007年度までに2003年度比で３％削減） ○

3 重油使用の削減
（2007年度までに2003年度比で３％削減） ○

4 省エネ型設備の導入 △
5 省エネのアイディアの普及 △

④生活系
番号 環境目的 環境目標 評価

1 紙の使用量を削減する	
消費量削減の仕組みを整備 △
使用量基準比3%削減（2006年度末） ○
使用量基準比5%削減（2007年度末） －

2 古紙の回収率を向上する	
古紙回収率向上のための環境整備 △
古紙回収率向上のための仕組みを整備 △
古紙回収率基準比3%向上（2007年度末） －

3 軟質プラスチックの排出量を削減
する	

軟質プラスチック排出量削減の仕組み整備 △
軟質プラスチック排出量基準比2%削減（2006年度末） △
軟質プラスチック排出量基準比5%削減（2007年度末） －

⑤実験系
番号 環境目的 環境目標 評価

1
ベンゼン，ジクロロメタン，クロ
ロホルムの学外への流出を未然に
防止する

ベンゼン，ジクロロメタン，クロロホルムの購入から搬出ま
での一元管理システムを構築し，改善する ◎

2 学外排除水の水質を改善する 汚染源を特定し，排除するシステムを構築する ◎

3
化学物質，実験廃液及び廃棄物処
理の安全管理を図り，安全で快適
な教育研究環境の確保を図る

化学物質の消費，貯蔵，実験廃液及び廃棄物を一元的に管理
するシステムを構築する △

水流式アスピレーターを廃し，溶媒回収装置を導入する △
4 有害物質による環境汚染を

予防する 汚染の予防に役立つ委託契約を継続する ○
5 資源の有効利用及び廃棄物の減量

を推進する
資源の有効利用，廃棄物の減量に役立つ委託契約を継続する ○

6 実験機器の再利用・共同利用を推進する ○

●松江キャンパス

�0
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⑥キャンパス・アメニティ
番号 環境目的 環境目標 評価
1

安全で快適なキャンパスをつくる

駐輪場外の駐輪率を減らす △
2 放置自転車率を減らす △
3 駐車場外の自動車・自動二輪・原付の駐車率を減らす △

4 自動車・自動二輪車・原付による通勤・通学を減らし公共
交通機関利用による通勤・通学を増やす △

5 快適な憩い空間を増やす ○
6 喫煙場外喫煙を減らす ○

⑦大輪地区（附属学校部）
番号 環境目的 環境目標 評価

1
授業，校園内の掲示，自発的実践
を通じて環境意識を高め，今後の
環境重視の社会に適応する人材を
育成する

環境教育の実施 ○

2
二酸化炭素排出量を削減する

電気使用の削減	
（2007年度までに2006年度比で２％削減） －

3 ガス使用の削減
（2007年度までに2006年度比で２％削減） －

4 紙の使用量を削減する
古紙の回収率を向上する

紙の消費量削減の仕組みを整備
古紙回収率向上のための環境整備 ○

⑧本庄地区
番号 環境目的 環境目標 評価

1 余剰肥料成分の蓄積による土壌汚染と
その流出による水質汚濁を防止する 施肥養分の流出を軽減する △

2 堆厩肥置き場からの排水による水
質汚濁を防止する

流出防止設備を整備する △
効率的な堆厩肥供給システムを構築する △

3 農機洗浄時の排水による水質汚濁
を防止する 池(場外）への洗浄水の流出をなくす △

4 作物・加工残渣の野積みによる景観
を改善し，廃棄物の減量化をはかる

作物残渣の再利用による土づくりの仕組みを構築する △
加工段階の残渣（主にトマトジュースの絞りかす）を適正
に処理する ○

5 剪定枝等の野焼きによるばい煙量
を少なくする 剪定枝等を有効利用する △

6 農場内の景観を向上させ，地域住民
に公開するとともに交流をはかる

サクラ母樹園・見本園の樹勢維持と品種保存につとめる ○
サクラ以外の植物を検討する △

7 危険生物 ( ハチ・ヘビ等 ) の毒に
よる人体への健康被害を防止する

ハチ等との遭遇を予防する ○
被害前後の対策を講ずる △

8 レジ袋・梱包材等の使用による廃
棄物の減量化をはかる レジ袋等の使用量を削減する △

9
地下水を有効に利用するとともに
給水ポンプの運転による電力消費
を削減する

流量メーターを要所に設置する ○

10 周辺環境への重油及び灯油の流出
を防止する 池(場外）への重油及び灯油の流出をなくす ○

11 低濃度培養液による栽培実験を進
め，水質汚濁を防止する

培養液濃度を低下させても収量が維持できる栽培システ
ムを構築する ○

12
低エネルギー投入型地球温暖化影響評
価装置の活用により，地球温暖化の抑
制と行動・生活様式の変革をすすめる

低エネルギー投入による地球温暖化影響評価装置を活用
する ○

13
実験廃液の運搬時における周辺環
境への流出や人体への健康被害を
防止する

廃液を適切に処理するシステムを構築する	（自家用車に
よる松江キャンパスへの運搬をなくす） △

評価基準 　◎：既に達成済　　○：目標を達成　　△：目標を一部達成　　　　　 ×：目標を未達成　－：目標年度ではないため該当なし
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出雲キャンパスは，2007年度よりISO14001認証取得に向けて本格的に活動を開始した
ため，2006年度についての評価を行うまでには至っていませんので，評価項目はありません。

①環境教育
番号 環境目的 環境目標

1
環境に配慮できる人材を育てる

環境教育の実施：講義

2 環境教育の実施：実習，環境活動の実践

②環境研究
番号 環境目的 環境目標

1 環境研究成果の普及を推進する
環境研究の実態を調査する

特筆すべき環境研究を抽出し，公開する

③エネルギー
番号 環境目的 環境目標

1

二酸化炭素排出量を削減する

電気使用の削減

2 重油使用の削減

3 ガス使用の削減

4 水使用の削減

④生活系
番号 環境目的 環境目標

1 紙の使用量を削減するとともに，
古紙の回収率を向上する 紙使用量の削減

2 軟質プラスチックの排出量を削減する 軟質プラスチック回収量の向上

⑤実験系
番号 環境目的 環境目標

1 有害性のある化学物質の排出量を
削減する

キシレン使用の削減

2 ホルムアルデヒド使用の削減

⑥診療系
番号 環境目的 環境目標

1
産業廃棄物の排出量を削減する

院内の感染制御による感染治療に要する資源の削減

2 感染性産業廃棄物排出の削減

⑦キャンパス・アメニティ
番号 環境目的 環境目標

1

健康で快適なキャンパスをつくる

禁煙・空間分煙の促進

2 駐車場・駐輪場の適正利用の促進

3 石綿除去・封じ込め

●出雲キャンパス

��
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事業活動にかかるインプット・アウトプット
―環境負荷の抑制だけでなく，環境貢献のさらなる向上へ―

島根大学では，約６千名の学生・教職員が教育及び研究活動に携わっています。これらの活動は，地球・地
域環境に種々の負荷を生じさせています。ここでは，大学全体でどの程度のエネルギー・資源を投入しているか，
さらにはその結果としてどの程度の環境負荷物質を排出しているかについて，簡潔に紹介しています。

　一方で，大学の教育・研究活動に伴い，社会にプラスの影響も与えているという側面もあります。これか
ら社会へ出ようとする学生に環境教育を行い，環境に配慮することのできる人材の育成を図っています。また，
環境研究や地域研究の成果を，学内のみならず社会に積極的に還元することも大学の重要な役割であると認識
しています。

7

⑴エネルギー消費と環境負荷

上記の図は，現在，島根大学松江・出雲キャンパスが環境に与えている負荷の全体像を概略として示
したものです。島根大学では，近年，全学に呼びかけて省エネのためのさまざまな取組みを行っており，
一定の成果をあげています。

年度ごとのエネルギー使用量の経年データについては，後述の各キャンパス「エネルギー消費の抑制」
（P.25, P.52）の項で詳しく紹介しておりますのでご覧ください。

大学として環境保全活動に取り組んでいくためにも，教育・研究活動に伴う環境負荷の状況を適切に
把握することが重要であると考えています。

INPUT（投入） OUTPUT（排出）

温室効果ガス

下水道使用量

実験系廃液量

7,400トン
13,790トン

11,161千kwh

16,890千kwh

上段数字：松江キャンパス
下段数字：出雲キャンパス

113,867㎥
244,616㎥

16,505ℓ
6,511ℓ

島根大学の
活　動

電気

90,813㎥
282,051㎥

ガス

317㎘
1,299㎘

重油

135,621㎥
258,071㎥

水

図6　島根大学の資源投入と環境負荷（2006年度）
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⑵島根大学の教育研究活動と社会還元

島根大学では，教職員と学生が多様な活動を展開しており，それらを通じて地域の環境の向上に資す
るよう努めています。上記の図は，自然，文化，人間などを含む広義の環境分野において島根大学が社
会に還元・貢献している成果を一覧にしたものです。

①卒業生
島根大学では，環境教育を重視したカリキュラムづくりに取り組んでいます。環境教育を受け
た成果を，職場や社会に還元することのできる学生を輩出します。

②研究成果の社会への還元
島根大学では自然科学，人文科学，社会科学にわたる多くの分野で環境研究が行われています。
それらの研究成果を，社会に目にみえる形で還元していきます。

③啓発活動
教育・研究活動で得られた成果を，地域住民や社会の啓発のために活用しています。具体的には，
公開講座，公開授業，広報活動，研究発表会の開催，講演会などです。

④住民の健康・治癒
医学部・附属病院の活動を通じて人々に治療や予防を提供します。医療・保健・福祉による地
域貢献を環境配慮の取組みの一環として位置づけています。

⑤地域環境への配慮
緑化の促進，自転車マナーの向上，地域文化の保全活動に取り組んでいます。

INPUT（入力）

島根大学の
活　動

OUTPUT（結果）

図7　島根大学の事業成果

学　　　生
（約6,200名）

教　職　員
（約1,600名）

地 域 住 民
クライエント
（患者さん）

卒　業　生
（約1,500名）

研究成果の還元

地域環境への配慮

住民の健康・治癒

啓 発 活 動

��

国立大学法人 島根大学　環境報告書2007



環境に関する規制への取組み

島根大学においては，少量ながらも多種多様な有害物質等を教
育・研究のために使用しています。そのため，使用後は「実験系
廃棄物・廃液」という形で排出されますが，「廃棄物の処理及び清
掃に関する法律」等の法律により厳しく管理しています。松江キャ
ンパス・出雲キャンパスとも，実験系廃棄物・廃液管理の手引き
を作成，教職員及び学生に周知し，この手引きにより分別，搬出
等を徹底しています。
なお，2006年6月には，「廃棄物･廃液管理手引き（松江キャン

パス用）」としてまとめたものを作成し，見やすい形にしました。

8
⑴実験系廃棄物

「下水道法」により，島根大学から排出する排除水（下水）については，松江市または出雲市の下水道に排
出するため，毎月または隔月の水質検査によりチェックを実施しています。松江キャンパスでは，2004
年度には，実験系排水により基準値を超える下水を排出したことがありましたが，EMS（環境マネジメン
トシステム）活動によるPDCAサイクルを実施し，実験系廃液を定期に回収，処分することにより下水に流
れることがないよう徹底を行った結果，2005年3月以降基準値より大幅に低く抑えることができています。
しかしながら，2006年10月に，ジクロロメタンの放流違反（基準値の1.2倍）がありましたが，チェック
できるシステムを確立していたため，原因究明などの速やかな対処により11月には基準値の1/100に大
幅に減少しました。また，2007年1月には1,2-ジクロロエタンの放流違反（基準値の1.4倍）が発見され
ましたが，一過性であり，翌月からは基準値１％未満になり，その後低い数値で経過しています。詳細に
ついては P.29 松江キャンパス「	実験に伴う環境負荷の低減」をご覧ください。
出雲キャンパスでは，実験廃液は「廃水の取扱に関する手引き書」（島根大学医学部）及び「島根大学医学

部実験廃液取扱規則」に従い処理されています。実験廃液は定期的に回収され，委託事業者に処理を委託し
ます。その他の実験系排水のみが下水に流されます。2005年度に，下水の水質検査で下水排除基準をや
や上回ったことがありました。各研究室の排水取扱指導員に水質管理の徹底を図ったため，その後の水質
検査では下水排除基準を十分に満足しています。

⑵排水（実験系排水）

生活排水について，松江キャンパスでは，隔月の水質検査において，2006
年2月にノルマルヘキサン抽出物質の基準値を上回る結果が出ました。これを
受け，各所排水枡で水質調査を行った結果，大学生協の第1，第2食堂から排
水される水質が原因であると判明しました。
松江キャンパスEMS実施委員会では，生協に対して改善通知を行い，あわ

せて各食堂のグリストラップをより大きい容量に改修しました。また実験系作
業部会ではドレッシングの使用量を減らすよう啓発ポスターを食堂に掲示しま
した。生協でも，残飯と共に洗浄するシャワーシンクを停止し，残飯入れの設
置により脂分が流出しない努力等を行っていますが，現状でも根本的な改善に
は至っていません。今後も，監視･測定を続け，引き続き削減の努力を実施し
ていきます。

⑶排水（生活系排水）　ノルマルヘキサン抽出物質の基準超過

図8　食堂への掲示ポスター
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島根大学医学部附属病院では，診療に伴って感染性廃棄物を排出しますが，「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」等により厳しく管理しています。出雲キャンパスでは，従来の「感染性廃棄物の手引き」を改善し
た「出雲キャンパス廃棄物回収マニュアル」を2006年3月に作成しました。さらに，鋭利感染性廃棄物に
ついては，より安全な処分を行うために，新しい耐貫通性容器の導入，分別収集体制の改善，キャンパス
内の焼却処分から処理業者による処分に変更しました。こうした医療系廃棄物処理システムについての教
職員及び学生への周知やコミュニケーションを行い，このマニュアルによる分別，搬出等を徹底しています。

⑷医療系廃棄物

今般，島根大学に在籍していた研究員がインターネットで外国の企業から核燃料物質である酸化ウラン
を発注・購入する事態がありました。
核燃料物質の管理や保管等について定めた法律「核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制に関する法

律（炉規法）」違反であるとして，法律を所管する文部科学省から厳重注意を受け，昨年12月に取得の経緯，
安全性等について公表しました。
今回の事態が起こった原因は，関係職員の法令（炉規法等）の認識欠如によるものであったことから，再

びこのような事態が生じないよう，2007年１月に「核燃料物質等の取扱いに関する行動計画」を定め，学
術国際担当副学長及び関係学部長を構成員とする「核燃料物質等管理運用対策本部」を設置して以下の事項
を実施しました。
⃝核燃料物質の取扱いに関する関係法令の周知
⃝核燃料物質等の安全な使用・管理のためのパンフレット，Ｑ＆Ａ及びマニュアル
の作成と配布による周知

⃝核燃料物質等の安全な使用・管理のための研修会の開催
⃝核燃料物質等の受入れ（購入）体制の見直し
引き続き，全学一体となったコンプライアンス体制の構築と再発防止に向けた取組

みを進めていくこととしています。

⑸その他　　国際規制物資の不適正取得

写真1　酸化ウラン

四季の風景：第2体育館前の桜並木（松江キャンパス）

��
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社会的取組みの状況

公開授業・公開講座・大学開放事業等

島根大学では，通常の授業を市民に公開す
る「公開授業」や市民向けに別途開講する「公
開講座」を推進しており，2006年度には合
わせて約800名の方々が受講されました。ま
た，各学部・研究室等が主催する様々なイベ
ントを「大学開放事業」として組織的に広報し
ています。それらの中には環境問題通論，里
山を楽しむ，みのりの小道（下記参照）等，環
境関連のものも数多くあります。一方，学校
や地域での学習活動に対して島根大学が支援
可能な内容や実績を検索できる「教員生涯学
習支援活動データベース」も公開しています。

島根大学生涯学習教育研究センター：
http://www.ercll.shimane-u.ac.jp/
index0.html

サイエンスデリバリー・サイエンスカフェ

島根大学では，最先端の研究を「おもしろい！楽しい！分かりやすい！」を目指し，地域の方々に紹介
するとともに学び合う寺子屋風セミナー「島根大学サイエンスデリバリー」や飲み物を片手に研究者と市
民が科学技術の話題について質問し，話し合うという双方向のコミュニケーションを目指した公開セミ
ナー「島大サイエンスカフェ」を開催しています。2006年度にはデリバリーを4回，カフェを8回開催し，
その中には環境関連のものも含まれています。

島根大学プロジェクト研究推進機構：http://www.proken.shimane-u.ac.jp/

9

⑴生涯学習支援

―人とともに　地域とともに「 緑の世紀 」へ―
島根大学は，開かれた大学実現のために「人とともに　地域とともに」をキャッチフレーズとして掲げ，島根

大学の持つ知的財産を地域社会の発展に役立てることを目指し，さまざまな活動を推進しています。

大学開放事業の一例
生物資源科学部での緑化活動「みのりの小道」
生物資源科学部では，2004年秋から学部棟周辺で

ミニ学術植物園「みのりの小道」創出活動を実施してい
ます。これは，教職員が持つ植物等にまつわる「知」や
「技」を学生や市民の皆さんに提供しながら，力を合わ
せて学術植物園を創出する，という新しい形の「学術
成果（みのり）の地域
社会への還元」です。
2006年度には延べ
462人の参加者が
ありましたが，市民
の方が3割以上を占
め，活動の中心的存
在となっています。

写真2　「サイエンスデリバリ−」 写真3　「サイエンスカフェ」
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松江キャンパスの職員は，石見銀山遺跡の調査・整備，
島根県の自然環境保全や廃棄物処理施設設置の検討，大
橋川改修に関する環境検討など，国や地方自治体等にお
ける環境保全，遺跡調査，廃棄物処理等の60以上の審
議会や協議会等に，委員として延べ80人以上が参加す
ることにより環境問題に貢献しています。

⑶地方自治体への環境関連協力

島根大学医学部附属病院では「地域医療人育成GP」事業により，遠隔操作が可能な高精細遠隔教育支援
システム「ミュー太」をこれまでに4つの医療機関（益田赤十字病院，大田市立病院，公立邑智病院，西ノ島
国民健康保険浦郷診療所）に設置し，これらと医学部附属病院を結んで，研修医向け講義や病院安全研修会
の中継，合同カンファレンスの開催，遠隔医療補助などに活用しています。このうち，研修医向け講義の
中継と合同カンファレンス，遠隔医療補助は定期的に行われることで，講師（専門医）もしくは受講者（患
者）の移動をなくすことができ，それぞれの移動（益田まで160㎞：約3時間，大田まで40㎞：約1時間半，
邑南町まで70㎞：約2時間半，隠岐島前までは海上移動：3時間以上）によって生じるCO2の削減と，移動
に要する時間を本務や他の業務に振り向けることによる本キャンパス内での消費エネルギー削減に貢献し
ています。

⑷遠隔通信装置を用いたエネルギー排出の削減と労働効率のアップ

表1 地方自治体などへの委員としての協力実施件数
部　　局 協力（委員）数

法 文 学 部 20
教 育 学 部 8
総 合 理 工 学 部 25
生 物 資 源 科 学 部 16
汽水域研究センター等 12

計 81

邑智病院側本　院　側

写真4,5　邑智病院との通信実験実施

島根大学における産学公連携制度としては科学技術相談，寄附金，共同研究，受託研究などがあり，
それらを推進するために，教員の研究領域をまとめた「島根大学研究者情報」や「研究シーズ集」を作成し，
公開しています。2006年度には91件の共同研究が実施され，そのうち23件が環境分野の研究でした。
中でも「中・小規模排水処理施設用高性能リン除去・回収装置の開発」は中国経済産業局より地域新生コ
ンソーシアム研究開発事業に採択されました。

島根大学産学連携センター：http://www.crc.shimane-u.ac.jp/

⑵産学公連携

��
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グリーン購入の促進
島根大学では，循環型社会の形成のためには，再生品等の供給面の取組みに加え，需要面からの取組み

が重要であるという観点から，制定された「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン
購入法）」を順守し，松江キャンパス･出雲キャンパスを含む全学において環境負荷の少ない製品・サービス
等の調達を推進するとともに，その状況の実績を関係省庁に報告しています。また，島根大学のホームペー
ジにおいて公表を行っています。

10

島根大学環境方針（P.3参照）にあります「省資源，省エネルギー，廃棄物の減量化及び化学物質の適正管
理などにより，汚染の予防と継続的な環境改善を行う。」という基本方針に基づき，2005年5月に「環境物
品等の調達の推進を図るための方針」を定め，物品・役務の調達に当たっては，環境に配慮されている物品
等の調達を行うよう努めています。

⑴グリーン購入の方針

島根大学では，2006年度において環境負荷の少ない製品・サービスなどの
調達（特定調達品目）それぞれ17分野の214品目について，調達の実績を調査
しました。調達にいたった14分野・126品目の調達状況は表2のとおりです。
なお，次表の分野の中でも，特定調達品目でないもの・情報のない品目に関

しては，数量を除外しています。

⑵グリーン購入・調達の状況

表2　2006年度調達実績

分　　野 主な品目 総調達量 特定調達品目
調　達　量

特定調達品目
調達率（％）

紙　　類 コピー用紙，印刷用紙，衛生用紙等 116,976㎏ 116,871㎏ 99.9

文 具 類 事務用品，ＯＡ用品等 300,807個 291,364個 96.9

機 器 類 椅子，机，什器等 1,808台 1,761台 97.4

ＯＡ機器 コピー機，プリンタ，ファクシミリ等 1,671台 1,286台 77.0

家電製品 電気冷蔵庫，冷凍庫等 26台 24台 92.3

エアコンディショナー等 エアコンディショナー，ストーブ等 64台 64台 100

温水器等 電気給湯器，ガス温水機器等 4台 4台 100

照　　明 蛍光灯照明器具，蛍光管 1,968本 1,968本 100

自動車等 公用車・ETC対応車載器等 6個 6個 100

制服・作業服 作業服 1,002着 1,002着 100

インテリア・寝装寝具 カーテン等 146枚 146枚 100

作業手袋 作業手袋 1,504組 1,413組 93.9

その他繊維製品 ブルーシート等 21枚 21枚 100

役　　務 印刷 605件 605件 100

その他４分野 － － －
注１. 各調達数量は，分野ごとの品目全てを集計しています。　注２. OA機器の調達量は，リース・レンタルによる数量を含みます。
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島根大学の調達方針において，調達総量に対する基準を満足する物品等の調達量の割合によって目標
設定を行う品目については，全て100％を目標としていましたが，調達実績で平均97.6％の調達実績
となっています。
調達目標を達成できなかった主な理由としては，「業務上必要とされる機能，性能面等から，特定調

達品目の仕様内容を満足する規格品がなかったこと。」及び「地域的な事情等から特定調達品目を取り扱
う事業者がいなかったこと。」等によるものです。

①目標達成状況

調達の推進に当たっては，できる限り環境に負荷の少ない物
品等の調達に努めることとし，環境物品等の判断基準を超える
高い基準のものを調達すること，またグリーン購入法適合品が
存在しない場合についても，エコマーク等が表示され，環境保
全に配慮されている物品を調達するよう努めました。
また，物品等を納品する事業者等に対しても事業者自身が，

グリーン購入法を推進するよう働きかけるとともに，物品の納入等に際しては，できるだけ低公害車の
利用に努めるよう働きかけています。

②その他の物品，役務の調達にあたっての環境配慮の実績

島根大学においては，教育，研究，医療等の業務実施上の事
情から，一部物品等の調達率が100％にはなりませんでしたが，
当初の年度調達目標をおおむね達成していると認識しています。
今後の物品等の調達においても，引き続き環境物品等の調達

の推進を図り，教育研究上の必要性等を考慮しつつも，可能な
限り環境への負荷の少ない物品等の調達に努め，調達率100％
を目指して取り組みます。

⑶グリーン購入・調達の実績評価

ニュース「ISO-P」に2年間「EMS談話室」を連載した学生からひとこと
－島大EMSが育んだもの，そしてそこから得たもの－

島大の環境活動の素晴らしさは，何と言っても学部や教職員・学生といっ
た垣根を越えてともに考え，話し合いながら活動していることでしょう。
その中に身を投じてもう6年余りですが，熱心な教職員や学生たちと一緒
に活動したことで，私の頭や心は相当に鍛えられました。「EMS談話室」
はその頭をフル活用して書いたものですが，中でも一番伝えたかったのは，
「みんなの頑張りを無駄にしない仕組みをつくろう」ということです。頑
張った分の効果が見えてこなければ，やる気も起きません。現在，そうし
た活動の中で知識･意識の高い学生が育まれていること自体が島大のEMS
にとって大きな効果です。島大EMSが，これからも学生を育てながら発展
するよう，一緒に努力していきたいと思います。

（連合農学研究科　新部一太郎）
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「環境問題通論」は，一般教養の授業の一つです。
本授業は，環境関連授業の中でもその中心的な位置
づけであり，初回の学長の講義を筆頭にそれぞれの
環境分野の専門家により，ISO14001の趣旨に従っ
て環境教育を体系的に学べると同時に，実習形式を
一部に取り入れて，学内の環境の調査を行うなどの
「環境行動」の実践を通して，in,　about,　forの3
つの学びを効果的に行っています。また，授業を通
してのアンケートや授業を学生自身が振り返る「ミ
ニッツペーパー」等により，学生の環境に対する意
識の調査や変化を合わせて行い，教育効果の測定に
努めています。

松江キャンパスでの取組み

島根大学では，大学における環境教育を「持続可
能な社会」を担い得る主体者の育成と位置づけて（目
的として）取り組んでいます。私達は，環境教育を
通して，地球環境についての理解とその保全に必要
な知識，態度，価値観，技能を身につけ，問題解決
能力を身につけた学生の育成を目指します。
以上の環境教育の展開を「in（自然・環境の中で

学ぶ），about（知識について学ぶ），for（視点や働
きかけを学ぶ）」という3つの学びを段階的に捉えて
活動に取り組んでいく工夫を行っています。また，
学生が環境関連の授業を選択受講していくうえで，
効果的に内容が積み上げられるように「環境関連科目ガイド」を発行しています。

11

⑴大学の環境教育とは
in

about

for

図9　環境教育の段階的な考え方

写真6

⑵「環境問題通論」の授業展開

写真8　「環境問題通論」の一環としてごみの分別を
行う学生（グリーンツーリスト）　

1. 環境教育 ―PDCAサイクルで，高い環境リテラシーを育てる―

写真6,7　学長による「環境問題通論」を受講する学生
写真7
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環境意識調査の一例
縦軸は環境意識をポイント化

して表示しています。６ポイン
トが最高であり，学部間や学年
の推移による環境意識の変化が
読み取れます。なお，学年の上
昇に伴い，環境行動も伴って高
くなるものと，逆に低くなる傾
向がある点など，興味深い調査
結果が認められます。これらの
結果を教育活動にフィードバッ
クさせるような授業展開を目指
します。

2. 環境研究 ―地域や社会に貢献できる環境研究の普及を目指して―

松江キャンパスでは，各学部において60名程度の教
員が環境問題に関係した研究を行っています。これは全
教員の約8%を占めています。
法文学部では環境政策・経済学，公害問題研究，教育

学部ではエコ材料の開発や水・土壌環境の研究，総合理
工学部では新エネルギー，エコ材料やリサイクル技術，
水環境調査など，また生物資源科学部ではリサイクル材
料による藻場生成，屋上緑化，高気温下での農業技術，
ごみの減量などの研究が行われています。
これらの研究の成果は，インターネットを通した広

報，学会や論文発表，講演会・講習会の開催や参加など
を通して，社会や学界に発表されています。講演会など
の開催件数は50以上に上っています。島根大学プロジェ
クト研究推進機構では写真10に示すような講演会（サイ
エンスデリバリー）を定期的に開催し，そのなかで環境
研究の広報も行われています。また，他の研究機関，民
間との共同研究や共同開発などを通して，社会に還元さ
れています。共同研究の数は20件以上に上っています。
以下，これらの活動について報告するとともに，研究事
例を紹介します。

⑴松江キャンパスの環境研究の状況

写真 9　宍道湖・中海調査

写真10 2006年10月19日に開催された第4回サ
イエンスデリバリー「中山間地域研究と自然
エネルギーとして有望な燃料電池の研究を紹介」

0
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5

6

0

4

5

6

法文 教育 総合理工 生物資源

環
境
意
識

図10　環境行動（学部毎） 図11　環境行動（学年毎）

1 回生

教室を最後に退出するとき消灯する
近くの階への昇降は階段を利用する

2回生 3回生 4回生

環
境
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識
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①インターネットによる広報活動

各教員が整備したWebページによる研究成果公表に加え，大学組織としての研究情報公開が行われて
います。2006年度には新たな教員データベースが整備され，そのうち著書・論文等について学内限定
で公開が開始されました。2007年度内には学外にも公開される予定です。その他，教員研究情報デー
タベース，島根大学研究シーズ集，主な環境研究の紹介などが挙げられます。

②講演会・講習会の実施

島根大学で行われている環境研
究の成果を社会へ還元するため，
各学部及び汽水域研究センター等
では，学術的な講演会や研究発表
から一般・中高生向けの講演会や
講習会まで多種多様な内容で開催
しています。各学部及び汽水域研
究センターで実施された環境に関
わる講演会等・講習会などの集計結果を表3に示して
います。省エネルギー対策，環境政策，エコ材料の開
発など地球規模の環境研究から，宍道湖・中海や河川
の水質及び生態系の調査研究や中山間・里山と人との
かかわり，環境保全など地域に根ざした研究まで幅広
く実施されています。

③共同研究の実施状況

民間，国，地方自治体等の機関と環境分野に関する共同研究を実施することも，環境研究に関連した
社会貢献のひとつです。2006年度には，環境分野で22件の共同研究が行われました。これらには，環
境評価，リサイクル，エコロジカル材料の開発，環境浄化，緑化，環境計測などが含まれています。

⑵環境研究成果の普及に関する活動

写真11 低コストで簡易なナノテク技術を目指した
エコ材料についての講演（総合理工学部）

部　　　局 講演会などの
実施件数 講演会などの種類

法 文 学 部 5 エネルギー対策，環境政策など

教 育 学 部 6 エネルギー環境教育，河川の自然環境など

総 合 理 工 学 部 13 エコ材料の開発，地球環境科学など

生 物 資 源 科 学 部 12 宍道湖・中海，中山間，里山の環境保全など

汽水域研究センター等 20 汽水域の自然環境，地域の自然など

計 56

表3　講演会などの実施件数及び種類

島根大学では，各学部及び汽水域研究センター等において多様な環境に貢献する研究が行われています。
その中から5つの環境研究を紹介します。

 ①低消費電力で水銀フリーな一般照明装置の開発（総合理工学部）

近年，蛍光灯に代わる次世代照明装置として半導体を用いた白色発光
ダイオードが期待されていますが，そのコストから用途が限定されてい
ました。
島根大学では，低コスト化を目指し，空気中で亜鉛をアーク放電で蒸

発させる簡単な方法で発光ダイオードに使用できる特殊なZnO(酸化亜鉛)
ナノ粒子を開発しました。この粒子を用いて写真12のような青色発光ダ
イオードを作成することに成功しました。
今後，水銀フリー（水銀を含まない）で省エネルギーに寄与できる一般照明装置の登場が期待できます。

⑶環境に貢献する研究事例

写真12　青色発光ダイオード
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 ②産業廃棄物利用藻礁コンクリートによる藻場形成に関する研究（生物資源科学部）

本研究は，①食糧問題の回避と藻場の重要性，②石炭灰・石炭殻の問題，③コンクリート骨材資源の
枯渇問題　といった複数の資源・環境問題を連鎖させ，これを同時に解決することを目指したものです。
　エネルギー源の転換に伴い，大量に排出され，沿岸へ投棄さ

れる石炭灰・石炭殻をコンクリートの骨材として再利用し，さら
に島根県石見から出る低品質ゼオライト，仁摩から出る鋳物廃砂
を利用して大型海藻類が定着・成長しやすい藻礁用コンクリート
を開発しました。これを利用して藻場を回復させ，将来に重要な
蛋白源となる魚介類の確保を目指します。（日本海水学会技術賞受
賞）

 ③尼崎大気汚染公害事件に関わる歴史学研究（法文学部）

工業都市である兵庫県尼崎市には，国策と企業活動により，「公害のデパート」とまで呼ばれるほど，
あらゆる健康被害と加害が繰り返され，蓄積されています。
本研究では，①工業都市尼崎の誕生と戦前の公害，②工業都市の復興と公害対策の開始，③公害反対

運動の高まりと工場の撤退　といったテーマから産業革命以後，近代日本が確立する歴史過程の中で，
日本の住民・中央政府・地方行政・企業が何を考え，何をなしてきたのかを明らかにしていきます。

 ④鉛フリーの圧電物質の開発及び新規光触媒材料の開発（教育学部）

圧電物質とは，物質に圧力をかけ歪ませると電圧を発生したり，逆に電圧をかけると物質が歪む性質
を持つ物質のことを言います。この物質は，魚群探知機，医療用超音波エコー，超小型圧電モーター，
インクジェットプリンタのノズルヘッドなど幅広い用途があり，
従来は鉛を含むＰＺＴ系物質が用いられてきました。
近年ヨーロッパでは，電気・電子機器に含まれる特定有害物質

に関する規制が始まり，鉛フリー（鉛を含まない）な圧電材料の開
発が世界的規模で精力的に進められています。
島根大学では，Ba-Ti系酸化物に注目し，赤外線加熱を用いた溶

融帯法などによって従来の5倍の単結晶を育成し，それを用いて
緻密セラミックス及びBaTi2O５透明薄膜の作成に成功しています。

 ⑤本庄水域における人為的環境変化に対する底質・水質環境モニタリング（汽水域研究センター）

中海では，1981年に森山堤防や大海崎堤防などによって中海北部の本庄水域がほぼ閉鎖されました。
それにより，中海の水系全体としてそれまでとは異なる環境に変化し，そこに生息する生物は大きく影
響を受けました。今回は，	2008年に森山堤防が一部開削されることになっており，約25年間維持され
てきた現在のシステムが再び大きな環境変化を受ける可能性が出てきました。そのため，斐伊川水系河
口部に対して今後起こりうる環境変化の直前に可能な限り水域環境の把握を行い，今後の環境変化の比
較資料を得る必要があります。そこで，開削直前の宍道湖・中海
の全域について水質・底質・生態環境を様々な手法を用いて集中
的に調査・研究をしています。また，本庄水域と中海に対して月
間隔でモニタリング調査を行っています。これらに基づいて，森
山堤防が開削されるとどのようなことが起こりうるか，という検
討を行い，いくつかの可能性を指摘しています。

写真13 廃棄物利用コンクリートで成
長したたくさんの大型藻類

　　図12 新規チタン酸バリウム
　　 BaTi2O5の結晶構造

写真14 西部承水路の水底に生息する
生物群（この水域は工事により埋
没予定）
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2006年度に松江キャンパスで消費された主なエネルギーのデータを示します。
温室効果ガス（CO2）に換算したデータでは，2005年度にISO14001を取得した
成果として，温室効果ガスを9.6％ (2003年度比）削減しました。
なお，2005年度の環境報告書に掲載したデータは，西川津地区のみ掲載してい

ましたが，2006年度より大輪地区，本庄地区を含めた松江キャンパス全てを対象
として報告しています。

電気量については，ISO14001によ
る不要な電気機器の電源オフ，冷暖房の
運転管理（運転期間の設定及び冷房28℃，
暖房20℃の設定），階段使用の励行等に
よる省エネ行動の結果，5.2%（2003
年度比）の削減を達成しました。

⑴電力

図13　電力使用量
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松江キャンパスにおいては，2004年
度に都市ガスの熱量変換が行われた結果，
大幅に使用量が減少しました。2006年
度の使用量は54.4％（2003年度比）削
減されました。なお，使用するガスは都
市ガスが主ですが，本庄地区については
プロパンガスを使用しています。

⑵ガス

図14　ガス使用量
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2005年度は，厳しい冬の寒さに加え
暖房時間の延長などにより使用量が増加
しましたが，2006年度は，教育学部棟
の建物改修工事によるボイラーの停止及
び附属小学校の建物改修工事によるガス
ヒートポンプへの変換により，使用量は
25.6％（2003年度比）減少しました。

⑶重油

図15　重油使用量
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3. エネルギー消費の抑制 ― 温室効果ガス9.6％削減（2003年度比）―
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電力使用量の削減，都市ガスの熱量変換
などにより，松江キャンパスでは温室効果
ガス（CO2）の排出量を9.6％（2003年度
比）削減できました。
なお，2006年の省エネルギー法改正に

より，CO2排出係数が変更となったため，
2003年度から2005年度の排出量も新し
い計算方法で比較してあります。

⑷温室効果ガス排出量

図16　温室効果ガス排出量
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松江キャンパスでは，主に地下水（井水）
を使用し，実験等で必要な場合のみ市水を
使用しています。（使用料金としては，大
きな削減となっています。）
なお，大輪地区は市水のみ使用しており，

本庄地区では井水のみの使用となっていま
す。ただし，本庄地区では，今まで使用水
量を把握していませんでした。今後は，測
定できるよう計器の設置等を検討します。

⑸上下水道

図17　上水道（市水・井水）使用量
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①松江キャンパスでの上水道使用量

松江キャンパスの下水道使用量はグラフ
のとおりとなっています。本庄地区につい
ては，下水道法の対象ではないため，西川
津地区及び大輪地区の使用量が対象となり
ます。2005年度は若干の上昇が見られた
ものの，2006年度は削減することができ
ました。下水道使用量は，上水道使用量を
抑制することで，削減は可能になると思わ
れます。 図18　下水道使用量
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②下水道使用量
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松江キャンパスにおける「特定化学物質の環境
への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関す
る法律（PRTR法）」に基づく第一種指定化学物質
の取扱量は2002年度には約1,761㎏でしたが，
年々減少傾向にあり，2005年度には約1,226㎏，
そして2006年度には約969㎏になりました（図
19）。また，そのうち86.4％が廃液や廃棄物とし
て学外へ移動し，0.2％が大気へ，0.05％が下水
道へ，0.0005％が土壌排出されたと推測されま
す。なお，公共用水域へは全く排出されませんで
した。

⑴化学物質の使用量，移動量
取扱量は年々減少・環境への排出は極少量
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図19　第一種指定化学物質（PRTR法）
　　　の年間使用量

第一種指定化学物質の中でも特にクロロホルム，
ジクロロメタン，アセトニトリル等の取扱量が多
いですが（図20），いずれもPRTR法で排出量等の
届出義務のある量には達していません。また，発
がん性の高いベンゼンは，より有害性の低いトル
エンへの代替が徐々にすすめられています。

排出量や移動量の届出義務なし

2006年度の毒劇物の年間購入量は約2,567㎏
でした。一方，不用になった薬品類のうち71.4㎏
は特別管理産業廃棄物として，1,171㎏は一般産
業廃棄物として外部事業者により委託処分してい
ます。

不用薬品は適正に処分
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図20 第一種指定化学物質（PRTR法）
 の使用量（上位ベスト5）
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4. 実験に伴う環境負荷の低減
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図21 松江キャンパスの一般化学系実験に係る
環境側面とその管理システム
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松江キャンパスでは，右図のような化学物質管理システムを構築・運用しています。中でも取扱量の
多いクロロホルム，ジクロロメタン，ベンゼンについてはISO14001における「著しい環境側面」とし
て特に厳重な管理体制をとっています。それらの購入，使用記録を徹底するとともに，廃液も専用の容
器（赤）に貯留し，量も記録することとし，他の有機廃液（青）とは明確に区別することで管理を徹底して
います。現在，より厳密な試薬の管理方法としてオンラインシステム「TULIP」を立ち上げる準備をして
います。

⑵化学物質の管理状況
ISO14001を生かした重点管理システム

各実験室からの排水が集まる最終放流枡においては，毎月水質検査を行い，法令への適合を確認して
いますが，濃度が法定基準値に近づくと注意報や警報を発令するシステムを確立し，汚染の予防を図っ
ています。10月には，ジクロロメタンの放流違反（基準値の1.2倍）がありましたが，速やかな対処に
より11月には基準値の1/100に大幅に減少しました。また，2007年1月には1,2-ジクロロエタンの
放流違反（基準値の1.4倍）がありましたが，一過性であり，翌月からは基準値1％未満になりました。
どちらも，原因の排除など速やかな対応ができています。

注意報・警報による汚染予防システム

無機・有機廃液や実験系廃棄物については図21のように処理を全て外部委託し，産業廃棄物管理票（マ
ニフェスト）により運搬，処理状況を徹底確認しています。

法令順守評価

��

国立大学法人 島根大学　環境報告書2007



松江キャンパスでは，2002～ 2004年度に下水道放
流水中のジクロロメタン及びベンゼン濃度が法定基準値
を超過する事態が頻繁に発生しました。その対策として，
前述の化学物質管理システムの構築や運用，放流枡の高
圧洗浄，代替物質への転換等が行われた結果，基準値を
大幅に下回るようになり，問題を収束させることができ
ました。また，2005～ 2006年度には，有機系廃液（特
別管理産業廃棄物）の搬出量が大きく増加しましたが（図
22），これはEMSの試行に伴って実験系教員・学生の環
境意識が高まり，実験器具のすすぎ水の貯留が以前より
徹底されたことも一因と推察されています。

⑶排水の水質と汚染物質低減対策
深刻な問題もシステム構築と高い環境意識で収束
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図22　有機系廃液の学外排出量

一般産業廃棄物
特別管理産業廃棄物

松江キャンパスでは，実験系の研究室を対象に年2回運用管理点検票によるチェックを行っていま
す。それに加え，総合理工学部では，実験室等での安全教育，安全管理の徹底を図るため，緊急事態
の可能性を活動のカテゴリーごとに作成した独自の運用管理点検表で年2回チェックを行っており，
ISO14001定期・拡大審査では，「ストロングポイント」としてその有効性が高く評価されました（P.38
参照）。これは，教員，学生の環境，社会的責任に対する意識の高さを表しています。

ISO14001定期審査で高い評価

松江キャンパスでは，「島根大学実験系廃棄物・廃液管
理手引き」に従い，廃棄物は28種類に分別し，回収して
います。中でも，廃缶は鉄原料として，廃ガラス薬品瓶
は軽量発泡ガラス等へ，廃プラスチック類は固形燃料（図
23），さらに乾電池や蛍光灯はリサイクルしています。
分別は年々定着し，廃棄物の回収量は大幅に増加してき
ています。さらに，有害物質が付着している実験系廃棄
物も還元焙焼法で無害化処理・処分を行っており，環境
負荷の低減に努めています。

⑷実験系廃棄物の削減及び資源の有効活用
外部委託により薬品瓶はリサイクル，実験系廃棄物は無害化処理
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図23　リサイクル可能な実験系
　　　廃棄物の排出量
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研究室では，すでに使用する必要はないが，破損等が
なく，まだ利用可能な物品は「りゆーす広場」に出品し，
引き取り手を探すことを推奨しています。「りゆーす広場」
は学内限定のWeb上で，構成員はいつでも見ることがで
きます。2006年度は121点の出品があり，内16点が新
たな活躍の場を見つけました。

利用可能な物品は「りゆーす」
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松江キャンパスでは，文部科学省から認可を受けて総合科学研究支援センターの遺伝機能解析分野RI
実験施設において，教育・研究用に放射性同位元素の管理・使用等を行っています。

⑸その他の環境側面
放射性同位元素

法令等に基づき，学内規則を整備し，実験希望者から提出される計画書を組換えDNA実験安全委員会
で審議しています。作出・管理等については，実験計画者が責任を持って行っています。

遺伝子組換え体

総合科学研究支援センター物質機能解析分野では，大型貯留タンク(4,500ℓ)を用いて，年間約2万
ℓの液体窒素を学内に供給しています。また，安全講習会を開催(毎年80名以上の教員・学生が受講)し
ており，これまで寒剤による重大な事故や環境影響は発生していません。

寒剤（液体窒素等）

ごみ問題に取り組むにあたって，ごみの分別・リサイクルは重要です。しかし，最も重要なのがそもそ
もごみを出さないという，ごみの発生抑制です。ごみを「出す」部分ではなく，最終的にごみのもととなる
ものが「入ってくる（インプット）」ところから見つめなおす必要があります。
松江キャンパスではこうした視点から，キャンパスから出される生活系ごみ（事業系一般廃棄物）の削減

に向けて，さまざまな取組みを行っています。

5. ごみの発生抑制とリサイクルの促進に向けて
　　― 紙購入量7％削減（2005年度比）―

コピーや講義資料の作成など，大学におけ
る教育・研究に伴う紙の使用量は膨大です。
紙使用量の削減に向け各学部の事情にあわせ
工夫を重ねています。2004年からの紙購入
量の推移は右の通りです。2006年度の全体
の紙購入量は，前年度比で7％減，2004年
度比で4.1％減となっています。
2007年度末までに5％削減（2004年度

比）を目標に取り組んでいます。
具体的には，関係部署に購入量の情報を提

供したり，各部局等で両面コピーの促進に取
り組んでもらったりしています。

⑴紙使用量の削減に向けて
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図24　部局別紙購入量
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図25　古紙回収量
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右の図は古紙回収量を表したものです。
2006年度は2005年度と比較して約1.4倍
に増加していますが，これは改修工事・研究
室移転に伴う大量排出であり，一概に回収率
が改善したとは断定できません。実際に古紙
が燃やせるごみへ混入することも多く，更な
る改善へ向けての取組みが必要です。
2006年度は，改修工事に伴う研究室の移

転作業のため，短期間に大量に古紙が発生し
ました。こうした古紙をできるだけ多く再資
源化するため，2007年度には臨時の古紙回
収日を設定することにしました。

⑵古紙回収率の向上による再資源化の促進

松江キャンパスから出されるごみの中で紙類の次に大きな割合を占めるのは，軟質プラスチックごみ
（包装プラスチックや弁当の容器など）です。これらのごみを購入する段階（インプット）でいかに減らす
かを追求しています。

⑶軟質プラスチックの削減に向けて

松江キャンパスから出されるごみの具体的な環境負荷量を
測るため，年4回のごみの組成調査を実施しました。その結
果，プラスチックごみの発生を抑制するためには，食事の際
にお弁当などを購入するといった教職員や学生のライフスタ
イルを改善する必要があることが分かりました。
ライフスタイルの改善へ向けて，食事に際して学生食堂を

積極的に利用するように呼びかけることなどといった取組み
を行っています。

①ごみの組成調査の実施

大学生協が販売するお弁当には，回収可能な
「リリパック」が使用されています。これまでの
回収率は右表のとおりです。回収率について，
まだまだ改善の余地があります。
大学生協と協力し，回収場所の増設や回収の

呼びかけ強化などに取組みます。

②弁当容器「リリパック」の回収率増加に向けて

写真15　ごみの組成調査の様子

食　堂 品　名 供　給 回　収 回収率

第1食堂

小弁当 8,107 968 12%

角弁当（幕の内） 1,370 200 15%

日替わり(中）弁当 11,550 2,353 20%

大弁当 9,443 1,698 18%

カレー 700 90 13%

第2食堂
1階

丸/ミニ弁当 19,342 2,035 11%

丸/大弁当 3,640 600 17%

あせっと（喫茶） サンドイッチ 18,331 2,367 13%

合　　計 72,483 10,311 14%

表4　食堂での弁当箱供給及び回収
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島根大学生協・田村さん（「リリパック」の担当）に聞きました！
2005年度春より，生協オリジナルの弁当はすべて回収・再利用が可能な容器

（リリパック）へと変更しています。外部から取引して販売しているお弁当商品に
もこれを使ってもらうことになり，生協で販売するお弁当の容器全ては回収・再
利用できるものとなりました。回収
した容器は，送料を生協が負担して
回収業者に渡し，同じ弁当容器とし
てリサイクルされています。
しかし，残念ながら回収率は14％

強に止まっており，生協としては50％以上の回収率を目
指しています。
島大生協では，学生を中心とした「環境委員会」を組織し
て取り組んでいるところです。今後は，島根大学EMS実施
委員会とも協力して，軟質プラスチックの排出削減に取り
組んでいきたいと思っています。 写真16　生協のリリパック容器

毎年，環境の日である6月5日の昼休みにキャ
ンパス一斉清掃を実施しています。
2006年度は約120名の参加者で行われま

した。短時間ですが，キャンパスの環境の状態
を肌で感じることのできる貴重な機会でした。

⑷キャンパス一斉清掃の実施 キャンパス落ち葉清掃も実施しました
―農場のサツマイモで美味しい焼き芋もできました―

松江キャンパス内には，シンボルツリーであ
る「ユリの木」など多くの落葉樹があり，冬に向
けて落ち葉がキャンパス内に溜まり，排水口を
塞いだりしていました。
そこで，第1回目として，学生サークルであ

るSOECが11月22日の昼休みに，また第2回
目にEMS実施委員会が12月15日の昼休みに
教職員･学生に呼びかけ，落ち葉清掃を実施し
ました。	特に12月は晴天に恵まれ，100名を
越える教職員･学生が参加し，落ち葉を集めた
後，「みのりの小道」で作製した堆肥置き場に運
びました。また，一部の落ち葉を利用し，島根
大学神西農場で収穫したサツマイモによる焼き
芋も作り，参加した皆さんに配りましたが，「美
味しい。」と大変好評でした。

��
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松江キャンパスにおいて，永年の懸案であるキャンパス中心部への自転車の乗り入れ禁止を実施する
ために，2006年度期間中に準備を進め，2007年4月からの実施を実現しました。また，駐輪場の収
容能力を大きくするためにその整備を進めました。
その結果，「メインストリート」が非常に安全で快適な空間となり，好評な意見が寄せられています

(2007年6月アンケート)。また，駐輪場外駐輪が減少し，学生の駐輪マナーの向上につながったこと
がわかります。

⑴松江キャンパスにおける構内交通環境の整備

6. キャンパス･アメニティ ― キャンパスの風景が激変 ―

写真18　整備後：安心して歩く学生たち写真17　 整備前：メインストリートに溢れる自転車

2005年10月27日　午後

図26　駐輪場外駐輪比率の低下

2007年4月17日　午前
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駐輪場外
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2,002

駐輪場外
546

松江地区安全衛生委員会と連携をとりながら，キャ
ンパス内の完全分煙の推進を図り，あわせて喫煙ルー
ルが徹底されるよう整備を進めました。
具体的には，教員の研究室を含む建物内の完全禁煙

(2006年10月より)，歩行喫煙の禁止，喫煙場所の見
直しを図りました。
喫煙場所に関しては，2007年3月以降キャンパス

内8箇所に「喫煙ハウス」を設置し，同4月からの完全
分煙と歩きタバコによる危険や吸殻のポイ捨ての防止
も図りました。

⑵完全分煙と喫煙ルールの徹底

写真19　喫煙ハウス
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①キャンパスツアーの実施
島根大学ミュージアムでは，「キャンパスまるごとミュージアム」というコンセプトのもとで，松江
キャンパスやその建物内をめぐるウォーキングツアーを実施しています。このキャンパスツアーは，
ツアーコンダクター（大学ミュージアム教職員）の解説を受けながら，豊かな自然・歴史環境に恵ま
れたキャンパス内の樹木・草花・古墳を観察したり，校舎内にある色々な展示施設を見学したりする
内容です。
2006年度は，地元の自治会や小中高校生など，数百名が参加しました。日頃，あまり知らないキャ
ンパス環境にふれることができたということで大変好評でした。

⑴学内共同教育研究施設等EMS対応委員会
島根大学ミュージアムの環境に関わる活動・研究

7. 各部局等の環境に対する取組み

写真21　移築復元された古墳（松江キャンパス内）
キャンパス内や周辺には，たくさんの史跡・遺
跡があり，豊かな歴史環境を実感できます。

写真20　美しい緑や花があふれる松江キャンパスの環境

写真23　親子でめぐる「夏休み・しまだい探検」写真22　多くの見学者でにぎわう展示室

島根大学キャンパスツアーのご案内
事前に，希望日時・参加人数をご連絡ください。
１．実施日時　月～金・午前９時～午後４時のうち，対応可能な日時（詳細は，ご相談ください。）
２．見学コース　キャンパス内の展示施設をはじめ，校舎の中なども可能な範囲でご案内します。
３．料金　無料
４．対象　児童・学生・保護者・市民など，どなたでもご参加いただけます。
５．申し込み・お問い合わせ　　TEL：0852-32-6496（島根大学ミュージアム）

��
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写真25 縄文前期の櫂・ヤスの柄（松江キャンパス
武道場）
並べて置かれた状態で見つかりました。スギ製。
櫂で丸木舟をこぎ，ヤスの柄で魚を突き刺しま
した。波音が聞こえてくるようです。

写真24 縄文前期（約6千年以上前）の松江キャンパ
ス復元
青い範囲が水域。教育学部などがある丘陵上に
は，コナラ類などの林がありました。

②松江キャンパス古環境・歴史環境の調査研究
島根大学ミュージアムでは，キャンパス内に建物を建築する際，「文化財保護法」に基づき，事前に
発掘調査を実施してきました（2005年度までは島根大学埋蔵文化財調査研究センターが実施）。
この永年にわたる発掘調査によって，はるか6千年以上前の松江キャンパスは，海面上昇のために
現在の宍道湖が入り込み，水辺に縄文人が暮らしていたことが分かってきました。
発掘では，縄文人が使っていた土器や石器，木製品のほか，ヤマトシジミ，火山灰など当時の古環
境を示す資料も見つかっています。また，掘り下げた土のなかには，縄文時代の木材や花粉・珪藻（水
中にすむ植物プランクトン）が壊れずに残っています。これらの種類を調査し，判明すると，当時，
周辺にどのような木や草が生えていたのか，入り江がどのような水環境にあったのか，森や水辺の歴
史を復元することができます。このような古環境研究は，今後の地球温暖化による環境変化を予測す
るうえでも貴重な手がかりのひとつになります。

写真27　白い帯状の鬼界アカホヤ火山灰（松江キャ
ンパス第２体育館）
今から約7300年前，鹿児島の南にある鬼界カル
デラとよばれる火山が大噴火し，はるばる飛ん
できた火山灰です。

写真26 縄文前期のヤマトシジミ（松江キャンパス
正門下）
当時の松江キャンパスの入り江には，ヤマトシ
ジミなどの汽水域に生息する貝がいたようです。
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学生センターは松江キャンパスのメインストリートの中央に位置しており，学生
の教育・生活支援の活動の中心となっています。
そのため，学生，教職員はもちろん，就職等の関係で，学外からも多数来館しており，出入り口や隣

接した広場などは人の動きが絶えません。そこに2006年から，島根大学園芸同好会が鉢植えポットや
草木の植木鉢を置くようになり，以前は殺風景であった学生センター周辺に彩を添えています。
園芸同好会部長の川原まどかさんは，「同好会は園芸を通じて植物に親しむことを目的としているが，

学生センター周辺に花々のポットを置き，来館者や広場で談笑をする学生が花々を観賞して，心を和す
ことは，活動の励みになる。」と言っており，自主的な学生のEMS活動といえるでしょう。
この活動はキャンパス・アメニティ作業部会が検討している構内の緑化計画と相通じることであり，
今後もこうした活動が島根大学の環境改善に大きな影響を与えるものと思われます。

⑵学生センター EMS対応委員会
学生センター周辺の学生の活動

写真29　整備後

法文学部では，学習を深めるために各学科や専門分野でフィールドワークを実施していますが，
2006年度はその一環として，産業廃棄物の不法投棄現場のフィールド学習が企画され，法経学科の3
年生20名が参加しました。フィールドワーク先の瀬戸内海に浮かぶ香川県豊島は，大規模な産業廃棄物
の不法投棄事件が起こったところです。この事件の解決や現場の廃棄物撤去のために長年苦労してきた
地元の方から，当時の状況や現在の環境政策の欠陥などを伺いました。豊島が美しく自然豊かな島であ
る一方，いまも残る不法投棄現場のすさまじい状況に学生たちはショックを受け，一度破壊した環境を
元に戻す困難さを肌で感じていました。今後の豊島の将来像や環境政策のあり方について深く考えるき
っかけとなったはずです。

⑶法文学部・法務研究科EMS対応委員会
①廃棄物不法投棄現場へのフィールド学習の実施

写真30　香川県豊島の不法投棄現場 写真31 不法投棄現場の断面を前に当時の
様子を聞く学生たち

写真28　整備前
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教育学部は，この１年，学部棟の一部の耐震補強工事に伴う一時的な引っ越し作業がありました。教
育学部では，この１年をかけて学部独自の環境側面の抽出作業と独自の目的・目標の構築を掲げていま
したが，引っ越し作業にかかわる諸業務のため，次年度にこれを決定することにしました。
なお，2006年度の教育学部としては，耐震工事に伴う非定常状態のなかで，一度期に大量の廃棄物（実
験系廃棄物や一般廃棄物の双方）を排出するという事態に直面し，大部分の廃棄物については教員，職員，
学生の協力のもと多大な作業を，通常の教育研究事務作業と並行して処理できました。　　
しかし，教員・学生実験室移動ピーク時の8月16日夕刻，資源リサイクルステーションにて，引っ越
し作業に伴う廃棄物が多量に持ち込まれ，ステーション内部が混乱した情況になりました。教育学部で
は，委員を中心にEMS事務局とともに，8月17日に廃棄物の回収とステーションの清掃を行いました。
また，その翌日には学部構成員全員にメールにて，本件
の報告と今後改修に伴う廃棄物についてのルールの徹底
と，作業を行う学生への周知徹底を促しました。また，
8月23日開催の教育学部教授会に口頭にて，本件の報告
と今後に向けて類似事項の発生防止について周知しまし
た。
以上の状況に対して，教育学部では，自らの学部に対
して「不適合」を示し，全学的な水平展開へ発展させるこ
ととしました。その後の類似事例の発生を抑止すること
につながったと教育学部では判断しています。結果とし
ての不適合ではありますが，ISO14001を取得したか

学生自身が将来の進路について考える講義「キャリアプラニング」において，中国電力から講師を招き，
企業の社会的責任と環境問題に関する講義を行いました。環境に配慮することは企業にとってもはや経
営戦略の一部であり，避けて通れない課題の一つであることが様々な事例を交えて紹介されました。ま
た，温暖化が急速に進展している現実などもグラフ等で紹介され，事態の深刻さも十分理解できるもの
でした。この講義により，民間企業における進んだ事例にふれることで，学生の環境問題に対する理解
が高まったと考えられます。民間企業の進んだ取組みにふれることは，学生の企業に対するイメージを
大きく変える効果を持つだけでなく，環境問題に対する意識を醸成する意味でも有効な方法であり，今
後もこのような学習会を定期的に開催することが必要と考えています。

②就職活動に向けた環境教育の実施

写真32,33　キャリアプランニングにおける環境に関する講義風景

⑷教育学部EMS対応委員会
①水平展開につなげた自らへの「不適合」と，その改善効果

写真34　主に引っ越しに伴う廃棄物により散乱
した資源リサイクルステーション
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らこそできた展開であると考えています。学部としては，今後ともこのシステムを有効に活用しながら，
より良い環境の構築を目指していきます。

総合理工学部では，年４回の松江キャンパスEMS運用管理点検（SUMF-027）に加え，それぞれの学
科・分野ごとに環境側面を抽出し，運用管理点検表を作成し，この点検表により年2回点検しています。
2月の㈶日本品質保証機構（JQA）による定期・拡大審査では，「総合理工学部では，実験室などでの安
全教育，安全管理の徹底を図るため緊急事態の可能性を活動ごとに明らかにしたチェックリストを用い
る定期点検を実施し，有効性が評価できます。」と，「ストロングポイント」として高く評価されました。	
これは，教職員及び学生の環境・社会的責任に対する意識の高さを表しています。

⑸総合理工学部EMS対応委員会
①学科，分野独自の運用管理点検

教育学部では，法人化後の活動の強化部分として附属学校（附属幼稚園・小学校・中学校）との連携を
様々な形で進めました。2006年度は，附属学校部としてのISO14001認証取得に向けた準備作業に，
教育学部対応委員会として積極的に協力しました。特に，附属学校部としての組織体制や環境側面の調
査，附属学校部長のキックオフ宣言後の諸活動及び附属学校部作業部会においては，常に学部対応委員
会から副委員長が出席し，これを推進しました（附属学校部の活動については，附属学校部	P.41	参照）。

②大輪地区（附属学校部）のISO14001認証取得へ向けた連携と協力

総合理工学部では，「研究室の緊急時連絡先」を全ての実験室，居室に掲示しており，実験時などで緊
急事態が発生した際には速やかに対策を講じることができます。さらに，近隣研究室同士が協力するこ
とで，被害の拡大を食い止めることができます。

②緊急事態への対応

写真35　学部独自の運用管理点検

図27　分野独自の運用管理点検表（物質科学科化学分野）
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総合理工学部では，8月14日～18日を光熱水量の節約期間に定め，その間に夏季特別休暇を取得す
ることを推奨したところ，全教職員の約66%の協力が得られました。現在のところ，電気，ガス，水道
使用量に大きな節約成果は現れていませんが，全学部さらには全学的にこの取組みが拡大することで大
きな成果が現れると期待できます。

③節約期間の試行

総合理工学部の多くの学科では，日本技術者教育認
定機構(JABEE:	Japan	Accereditation	Board	for	
Engineering	Education）に基づく教育カリキュラ
ムを実践しています。中でも，物質科学科化学分野
（2007年度受審）では「環境・安全に関する知識を備
えた化学技術者の育成」を目標に，学習教育目標に環
境教育を取り入れ，全学生対象のEMS基本教育に加
え，安全・薬品についての講習を行い，これらに対す
る知識の向上を図っています。さらに，教員・学生に
よる運用管理点検により，環境・安全・薬品管理につ
いての問題意識の向上に努めています。

④JABEE教育へのEMSの導入

写真36　安全・薬品についての講習

2007年3月に総合理工学部1号館，3号館の一部に人の動きを感知して照明を点灯させる人感センサ
ーを取り付けました。これにより，照明の点けっ放し状態の改善による節電及び夜間における通行の安
全性の向上が期待されます。

⑤人感センサーによる節電対策と夜間における安全性の向上

2004年度から2005年度の節電活動（建物の夜間・休日の使用制限等）を振り返り，「過度の稼動人員・
滞在時間の減少は教育研究活動の停滞を招く」という結果を得ました。

2006年度は，節電を人的活動量の削減に頼るの
ではなく，個々の電気機器の使用を見直し，効率的
に電気を使用する方式に変えました。

⑹生物資源科学部EMS対応委員会

①エネルギー関連：電力消費によるCO２排出量を最小限に

生物資源科学部独自の目的・目標を2006年度は5つ設定しました。そのうち，代表的な2項目につ
いて紹介します。

写真37 講座単位の小さなPDCAの構築
講座等の単位で節電の実施計画と作業指示を
決め，左図のように各部屋に掲示
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１）生物資源に関する知や技を学生・地域住民に普及させる（環境に配慮した人材育成），２）くつろぎ
ながら研究成果が学べる場をつくる（環境研究成果の普及），３）歩行者の快適性・利便性を高める（安全
で快適で知的なキャンパス環境の創造）を目指し，2006年度は計14回の公開作業を実施し，計462名
（一般；31％，学生46％，教職員23％）の参加者を得ました。また，各種授業や大学開放事業，学生
サークルの活躍の場としても活用しました。これらの活動を進めていくに際しては，ISO14001で学
んだPlan-Do-Check-Actionサイクルを活用し，進捗管理指標及び成果指標の導入，またPDCA活動プ
ログラムを作成し，「思いつき＆やりっぱなし」活動を防ぎ，継続的改善を図りました。

②環境教育・環境研究・キャンパスアメニティ関連：「みのりの小道」（ミニ学術植物園）の活用

図28 【ピーク電力のアラート発令】
最高気温が32℃を超える日に大学の契約電力を上回
る危険性が高いことがわかり，最高気温予測シミュ
レータを開発し，午前10時前後に最高気温を予測し，
学部事務室からメールによって学部教職員宛にア
ラートを発令する仕組みを整備。

図29 【毎月の電気使用量の解析】
月当たりの電気使用量が，最低になる月からの月気
温の偏差の関数であることを明らかにし，その関数
によって予測される値からの偏差をとることで温度
影響を除外し，その結果（上図）のグラフを毎月教授
会で報告し，節電取組みの進捗状況を学部教員全員
で共有。

写真38　みのりの小道を活用した青空教室 写真39　研究紹介パネルの例

図30　PDCA活動プログラムシートの例
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附属独自の環境側面として「環境教育」の推進を掲げる
教育学部EMS対応委員会では，附属学校部と協議の上，2006年10月に附属学校部へのISO14001
規格の範囲拡大を決めました。また，附属学校部長及び各学校長・園長より11月1日にISO14001認
証取得へ向けてのキックオフ宣言を行いました。
その後，短い期間ではありましたが，「環境教育」の推進について独自に取り組むこととしました。そ
の方策として，「環境教育記録簿」を提案，それに基づき，従来から附属学校部として行ってきた「環境教
育」をISO14001規格に基づき管理することとなりました。

⑺大輪地区（附属学校部）
①範囲拡大に向け2006年11月1日キックオフ宣言！

図31　環境方針の附属幼稚園版 図32　環境方針の附属小学校版

子ども達の環境意識の向上を願って！
附属学校部では，環境教育記録簿を新たに作成し，
従来個別に行ってきた環境教育を附属学校部全体と
して管理できるようにしました。2006年度は，こ
れまでにどのような環境に関わる教育が行われてき
たのかを洗い出し（企画・実行），今後の活動への展
開に向けて議論・実行（見直し・実行）しました。こ
の環境教育記録簿により，教員間においても，情報
の交換や共有化が可能となり，附属学校部として一
貫した環境教育が行える素地ができたと言えます。
次年度においては，本格的にこれを推進して子ど
も達への環境意識の啓発と環境行動へと導きたいと
考えています。
ひいては，子ども達が，家庭や地域に戻り，地域
全体の環境意識の向上に繋がればと願っているとこ
ろです。

②環境教育記録簿を通して

写真40 附属幼稚園での環境をテーマにした
川学習の一場面
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本庄地区のEMS構築のために，ISO14001を取得する必要があるのか，というスタート部分を全職員
で徹底的に議論しました。取得決定後も，職員数が20数名という少人数であるメリットを活かし，全職
員で話し合う機会を毎月設けました（7月から計7回）。

⑻本庄地区
①ＥＭＳの構築のため，ISO14001の認証取得を全職員で決定

本庄地区では，圃場・施設での活動や販売活動など，松江キャンパスとは異なる部分が多いため，これ
ら本庄地区特有の諸活動について，その環境への影響を知るために，関連する環境側面（インプット→活
動→アウトプット→行方）を独自に洗い出しました。
環境側面を抽出する単位は，意味ある調査ができる程度に大きく，かつ十分理解できる程度に小さくす
ることを考慮し，主に通常業務の班体制（果樹班，野菜・花班，耕地作物班，作業管理・園芸加工班等）ご
とに区分を設けました。これら，環境側面の洗い出しから環境影響評価，著しい環境側面の決定といった
具体的な作業は「本庄地区作業部会」で検討しました（9月から計9回）。

②本庄地区特有の環境側面の洗い出しを独自に実施

著しい環境側面の決定後，目的（13項目）・目標（17項目）及び実施計画を立ち上げました。その際，本
庄地区の全職員が，いずれかの目的・目標の管理責任者になることにより，「自分たちのＥＭＳ」であるこ
とを意識し合う仕組みにしました。

③どこか誰かのEMSにしないために全職員が管理責任者に

EMSの構築により，今までは，ともすると人任せであることが多かった事
項についても，各目的・目標の管理責任者がそのPlanに従って，主体的にDo，
Check等を行うことが見られるようになりました。例えば，目的「危険生物(ハチ・
ヘビ等)の毒による人体への健康被害を防止する」では，該当生物の発見の翌日
には「注意喚起ポスター」（図33）が設置（Do）され，必要に応じて草刈り等の
点検（Check）が迅速に行われるようになりました。

また，土壌汚染や水質汚濁を防止する，といったマイナスの側面による環境
影響の抑制について，PDCAサイクルを利用して整理していく作業の中で，サ
クラをはじめとする栽培植物が，教育・研究・景観的にも価値あるプラスの環
境側面であることが再認識できました。今後，さらに地域住民への公開や交流
活動を積極的に進めていきたいと考えています。
※本庄総合農場のホームページ
（http://ufsu.life.shimane-u.ac.jp/ercbr/）もぜひご覧
ください。
サクラ図鑑や各種イベントのお知らせを掲載しています。

④成果の例

写真41　本庄農場のサクラ（品種：楊貴妃）

図33　マムシ注意
　 　 　 喚起ポスター
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松江キャンパスでは，2001年度から学生が組織的に環境活動を行うようになりました。2003年度
までの活動は，島根大学で開講されている環境関連の講義等，環境教育の土台の上に，環境関連の活動
を行ってきました。
2004年以降は，EMS構築作業，システムの改善への協力，内部監査といった本格的な活動を行って

きました。これらの活動で大学と協力し合い，それまで個別の作業部会に所属していた学生をまとめて
学生EMS委員会ができ，大学の環境経営に影響力を持つレベルにまで達しました。学生の視点を環境経
営に取り入れるという島根大学の体制ができ，「環境改善に資する能力をもった人材育成」が行える準備
は整いました。

⑴これまでの経緯

8. 学生の環境に対する取組み

年度 活動内容 活動主体
2001年度 学内環境の調査・イベントなど

学内環境サークル

「SOEC」の活動
2002年度 学生への環境意識の定着を図る

2003年度 環境問題の本質を模索

2004年度 EMS構築に向けた本格的な活動 EMS部会委員

2005年度 島根大学EMSの実施・改善 作業部会学生委員

2006年度 学生EMS委員会の設置

大学の正式な組織としての学生EMS委員会ができ，その体制・活動内容等は学生に任されています。
学生EMS委員会設置初年度の2006年度は，どのような体制で，どのようなことを行っていくのか模索
する１年でした。
まず学生EMS委員会の目的として，「環境改善に資する能力をもった人材育成」が挙げられます。こ

れは，環境方針の中にもあるように，島根大学としてどのような学生を育成するのかといった意思表示
であり，学生EMS委員会もこの一端を担うことになります。
2006年度は，まず前期でISO14001やEMSの基礎を固めるための勉強会を充実させ，自主的に活

動を起こすことのできる委員の養成を図りました。その上で，各作業部会へ参加することで，EMSにつ
いてさらに発展的な内容を学習でき，後期の内部監査などで実際に知識・経験を生かした活動を行える
ような体制を目指しました。

⑵2006年度の活動

前　　期

4月
新入生オリエンテーション
での基本教育

学部ごとのオリエンテーションでの，ISO14001要求事項にある基本
教育。島根大学で学生が取組むべきEMSがわかり易いようなパワーポ
イントによるスライドを作成，教員と共に説明を実施。

自転車登録会 車両入構証Gの交付申請手続き。混み合う時間帯に登録作業を支援。

ISO14001・EMS勉強会 学生EMS委員会内で基礎知識を維持するための独自の勉強会を実施。

6月

学内一斉清掃 環境月間に合わせた清掃活動に参加。

日本環境学会での報告 「島根大学EMS構築の特徴」　「島根大学EMSの今後の課題」
を教職員と共に報告。
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後　　期

11月

内部監査
内部監査に学生EMS委員も参加。2006年度は学生だけの監査グル－
プを組み，学生の視点から主にパフォーマンスの部分をチェック。教
職員グループの文書監査と合わせて，システムの改善に貢献。

県のメルマガインタビュー 島根県からインタビューの依頼。学外に対しても，学生がEMSに関わっ
ていることをアピール。

12月 秋の落ち葉清掃 落ち葉を清掃し，その後，焼き芋し、落ち葉の有効利用検討。
落ち葉を題材に学内美化と環境教育へのアプローチを試行。

2月 ISO14001定期審査に参加 記録係として審査の場に参加することで，審査員の視点を理解。島大
EMSの状況を的確に把握。

作業部会への参加（通年） さらに興味・関心のある委員は作業部会にも参加。島大EMSの基盤部
分に触れる。

毎年，学生EMS委員として活動した学生全員に，年度
末に環境管理責任者である副学長から感謝状が贈られてい
ます。さらに，2005年度・2006年度には学生EMS委
員として大学のEMS構築に関わった学生は卒業時に学長
表彰が贈られました。また，大学は学内資格「島根大学環
境マネジメントシステムリーダー」を設置しました。この
学内資格の付与条件には，学生EMS委員会での議論が反
映され，真に島根大学のEMSに貢献した者に対し，付与
されることとなりました。
その他，学生EMS委員が大学の運営組織の中で活動で

きるよう，学生EMS委員の中からもEMS実施委員会の委員が選出され，作業部会も以前より学生が活
動しやすい組織に改善されました。そして，EMS実施委員会や作業部会での学生EMS委員の発言は，
他の教職員の委員と同等に扱われ，実際に島根大学のEMSを改善しています。

⑶学生EMS委員会に対する大学の対応

写真44　学生EMS委員の委嘱状交付式

写真42　秋の落ち葉清掃 写真43　県のメルマガインタビュー
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学生EMS委員ってどうなのさ？
ー主に高校生のみんなへー

私は，面白いと思いますね。
大学の正式な委員会の場に出
席できて，そこで発言すれば
島大のEMSが変わる。当然，
状況に合った発言をするには
ある程度の知識と経験が必要
ですけど。ちゃんと責任持っ
て発言すれば受け入れてもら

えるんです。大学でこんな立場になれる事って他
にありませんでしたね。
それに，環境問題はもちろん，組織運営の情報

も得られます。教職員と活動する機会も多いから，
学生だけで話しているより入手できる情報が多い。
まさに“社会に出て役に立つ”活動っぽいです。委
員会って言っても硬すぎず，ちゃんと常識が通じ
るから，大学の学習と両立できていい感じ。
最後に，後輩たちへ。「環境問題」に興味がある

なら，島大は絶好の学び場ですよ。キミたちのア
ツイ想いを受け止めてくれる，ハズ。
	 （生物資源科学部	森本崇永）

ISO-Pニュースの発行
―松江キャンパスのEMS歴史がわかる―

松江キャンパスでは，環境に取り組んできた
活動の報告，その都度発生した問題等を学内，学
外へ知ってもらうために，隔月ISO-Pニュース
としてWeb上に掲載しています。「ISO-P」と
は，ISO14001を皆さんに知ってもらうための
paperの意味を持っており，学生が命名しました。
2007年７月までに既に第13号まで発行してい
ます。興味のある方は，是非ご覧ください。

http://www2.shimane-u.ac.jp/cgi/odb-
get.cgi?WIT_template=UBCS0J050&t=
UBCS1&l=J&f=&p=
&ip=&o=155::1113::
1421

9. ISO14001による内部監査
―教員・職員・学生が一体となり，多数の改善点，問題点を発見―
松江キャンパスにおける2006年度の内部監査は，

2006年11月に西川津地区において，12月に本庄地
区，2007年2月に附属学校が所在する大輪地区にお
いて実施しました。内部監査員は，教員，職員による
システム監査チーム45名と学生によるパフォーマン
ス監査チーム27名から構成した計11チームにより実
施しました。
その結果，17件の有効事例，17件の不適合事項

（EMSに適合しない欠陥等が発見された場合等），48
件の観察事項（軽微な欠陥等が発見された場合等）が発
見され，有効事例については，他部局等への水平展開
を，また不適合事項については早急な改善及び報告が
なされ，観察事項についても，次回の内部監査までに改善することを確認しました。
内部監査前の9月には，外部講師によるISO14001内部監査員研修を2回実施し，新たに教職員29名，

学生16名の内部監査員も養成しました。
内部監査も2年目を向かえ，より有効なものとなりつつあります。

写真45　内部監査の実施
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○ストロングポイント（有効事例）

内　　　　容

1 生物資源科学部では，建物全体のエネルギー使用適正化検討に向け，3年間にわたり研究･教育活動に支障の生じな
い形でのピークカット手法開発に近づいている。

2 総合理工学部では，実験室等での安全教育，安全管理徹底のため，各分野でチェックリストを作成，定期点検を実
施し，その有効性は評価できる。

3 附属学校部が所在する大輪地区への拡大によって，幼児から社会人までを対象とする環境教育体系を実地に即して
検討，確立を期待する。

○改善指摘事項

内　　　　容 改善結果

1
本庄地区には，合併浄化槽が設置され，届出，法定検査の実施はあるが，
根拠となる「浄化槽法」が掲載するべき「環境法規制等登録簿」に登録され
ていない。また，地域と交わした協定書も登録されていない。

2007年6月8日付けで，環境法規
制等登録簿に登録済。

2 施設整備課が管理しているボイラーの運転時に，使用しているばい煙濃度
計についての校正及び検証の記録がない。

目視により実施していたが，2007
年3月より点検日誌にばい煙濃度計
の確認･監視項目を追加し，実施済。

表5　ISO14001審査での有効事例及び改善指摘事項

10. ISO14001定期審査及び範囲拡大審査

―大輪地区及び本庄地区への範囲拡大認証を達成―
松江キャンパスでは，2006年3月にISO14001

認証取得後1年を向かえ，松江キャンパスが決定した
目的･目標に沿い，継続的に活動しているかをチェッ
クする定期審査及び附属学校部が所在する大輪地区と
本庄地区への範囲拡大のための変更審査を2007年2
月に受審しました。
結果，3件のストロングポイントと2件の改善指摘

事項を受け，改善指摘事項については既に改善を終え，
無事定期審査の合格と，範囲拡大部分の認証を取得し
ました。
また，島根大学としてISO14001を維持するた

めに，必要な知識を持つ教職員について，8月には
ISO14001環境審査員研修を実施し，5名の修了者を養成，計12名の研修修了者となりました。
今後，島根大学では，2008年3月までに医学部及び附属病院が所在する出雲キャンパスにおいて範囲

拡大の変更審査を受審し，全学でのISO14001認証取得を目指します。

写真46　範囲拡大審査の実施
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11. コミュニケーション ― 年々活発になる学内及び学外からの意見に対し，誠実に対応―

⑴地域社会とのコミュニケーション
『人ともに　地域とともに　島根大学』というキャッチフレーズのとおり，島根大学では，多方面に
わたる利害関係者とのコミュニケーションを大切にしています。学外，学内からEMS事務局へ寄せら
れた意見・疑問に対して真摯に対応すると同時に，島根大学環境マネジメントシステムへの良いアドバ
イスと捉え，継続的改善につながるよう取り組んでいます。また，必要がある場合は，各部局等へ水平
展開を行うことで，指摘された問題が再発しないようにすること，
未然に防止することなど環境面，安全面において効果的に働くシ
ステムの運用を行い，学長とEMSの見直しをする際には，必ず報
告しています。
2006年度は，学外の方々から意見が寄せられました（表6）。

特に，2006年3月にISO14001を松江キャンパスが認証取得し
たことによって，島根大学の環境への取組みに対する多くの問い
合わせがあり，学外からの関心の高さを伺わせます。

表6　外部コミュニケーション

問い合わせ内容 利害関係者 対応処置内容

雨の日に傘をさしながら自転車を運転している
学生とぶつかりそうになり，危なかった。 地域住民

守衛室へ正門付近の学生指導について依頼し，
またEMS事務局も雨の日に学生の指導を行い
ました。

設置している駐輪場所に島根大学の自転車登録
シールの貼った自転車が放置してある。（2件）

コンビニエンス
ストア

EMS事務局で自転車を引き取り，守衛室にお
いて保管後，自転車の所有者へ連絡しました。
連絡がついた学生に関しては引き渡し，連絡の
取れなかった学生(卒業生・留学生)については
自転車を半年間守衛室で保管し，問い合わせ等
なかった場合，放置自転車撤去活動の際に撤去
する予定です。

ごみ問題について

大学敷地内(正門から東門
にかけてのフェンス沿い)
にたくさんのごみが落ちて
いる。大学側でもっと美化
意識を高めてほしい。（2件）

地域住民

連絡を受けた後，EMS事務局でごみ拾いを実
施しました。フェンス沿いにごみが多く，大
学敷地外から投げ込まれたごみも見受けられた
ため，フェンスにポスターを掲示しました。ま
た，生活系作業部会にも連絡をし，作業部会内
で長期的課題として検討してもらうことにしま
した。（写真47）

大学周辺地域のごみ分別状
況が悪いため，学生へ意識
啓発の周知，指導を行って
ほしい。

地域住民
松江市役所

環境管理責任者と相談し，松江市と共同でごみ
分別チラシを学生へ作成･配付することにしま
した。また，ポスターを全学掲示板に掲示し，
学生センターには，松江市ごみ分別冊子を置き，
配付しました。

ISO14001認証
取得について

ISO14001に関連した教
育の実施について 他大学学生 EMS事務局より，基本教育等の実施状況につ

いて，メールにて回答しました。

認証取得後の活動について 他大学学生 EMS事務局より，各種EMS活動の実施状況に
ついて，メールにて回答しました。

島根大学環境
報告書2006
について

環境報告書の内容について 他大学学生 EMS事務局より，質問内容について，メール
にて回答しました。

環境報告書の送付について 外部団体 環境報告書本紙掲載Webページ及びダイジェ
スト版についてお知らせしました。

島根大学の自転車登録制度について知りたい。 他大学 島根大学で取り組んでいる登録制度の資料を送
付しました。

写真47　フェンスへのポスター掲示
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⑵キャンパス内コミュニケーション
学内からは学生2件，教職員12件の意見がありました。学生からの意見は表7のとおり対応しまし

た。教職員の意見は，空調管理設定，駐輪問題などの意見が6件，その他は環境整備（樹木の伐採など）
に関する意見で，前者についてはEMS実施委員会及び各部局等ＥＭＳ対応委員会において協議・解決し，
後者については，施設整備課と相談しながら解決・対応しました。

＊ランチタイム・ミニミーティング：
教職員・学生が，「安全性」，「快適性」，「利便性」をモットーに
島根大学の将来に向けたキャンパス環境の構築を目指し，昼食を
とりながら話し合う集いです。

⑶ISO14001認証取得ページの活用
島根大学ではトップページにISO14001認証取得ペー

ジを設け，島根大学のEMS活動に関する内容を詳細に掲載
し，島根大学の環境マニュアル，文書，記録様式などの情
報を外部へ公開しています。また，来学される企業のみな
さまにも本学の取組みを理解していただき，改修工事の際
の注意点や喫煙場所の遵守などをお願いしています。
あわせて，外部からの島根大学へのご意見，ご要望も同

様に受け付けています。
学内では学生，教職員から意見を提案しやすい環境をつ

くるため，2002年から「キャンパス環境投書箱」を設置し
ています。この投書箱から送信された内容は，副環境管理
責任者，施設企画課長，EMS事務局へ届くようになってお
り，いただいたご意見については必ず対応しています。

表7　主なキャンパス内コミュニケーション

問い合わせ内容 利害関係者 対応処置内容

車両入構証Gの自転車登録台数が知りたい。 学生 EMS事務局から学生へメールで回答しました。

大学の受動喫煙防止対策として，喫煙室を設置
希望及び構内での歩きたばこを取り締まってほ
しい。また，自転車の駐輪マナーが悪いので指
導してほしい。

学生

キャンパス・アメニティ作業部会責任者から学
生へ島根大学が喫煙問題に取り組んでいる経緯
と現状，そして今後の課題等をメールにおいて
説明しました。その後，喫煙問題及び駐輪問題
を話し合うための「ランチタイム・ミニミーティ
ング」＊を開き，学内において注意喚起，意識
啓発を呼びかけました。

図34 ランチタイム・ミニミーティ
ングの開催通知ポスター

図35,36　ISO14001認証取得Webページ
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⑷環境報告書2006ダイジェスト版の配付　
2006年9月に2005年度の環境活動報告として，「島根大学環境報告書

2006」をWebページに公表しました。島根大学では，紙排出量削減という環境
に配慮した活動を実施するため，本冊については印刷を行わず，ダイジェスト版
として内容を8ページに収めた冊子を5,000部作成し，各利害関係者へ配布しま
した(表8)。教員が講演会，同窓会などの場で配付したり，入学手続き会で，環境
報告書と学内交通規則について，保護者及び入学予定者に対し配付しました。初
めて作成した環境報告書でしたが，ダイジェスト版を手にとって読んでいただい
た方及び本報告書をWeb上で閲覧していただいた方へ島根大学の取組みを知って
もらう良い機会となりました。

配付対象者 行事等 配付数

島根大学教職員 EMS基本教育，教授会等 1,050

一般市民 外来患者，環境フェスティバル，依頼等 600

同窓会出席者 各同窓会等 130

保護者・高校生 オープンキャンパス，入学手続き会等 2,140

行政機関 環境省，文部科学省，島根県，松江市等 40

企業 就職説明会，広報関係 580

他大学等関係者 講演会，研修会，協議会等 340

入試関係者 高校，入試関係企業等 120

表8　環境報告書ダイジェスト版の配付先

環境広報誌等への掲載　―学生のEMS活動が各種記事に掲載―

松江市では，市民が気軽に利用できる環
境に関する情報の提供を目的として，環境
新聞「エコタウンまつえ」を毎月発刊してい
ます。市民記者が取材するのですが，島根
大学としても，取材には積極的に協力し，
2006年度は学生EMS委員会委員の活動が
掲載されました。
また，島根県からは学生の環境意識につ
いて座談会の依頼もあり，島根県職員向け
ニュースに掲載されました。
その他，自転車の駐輪問題については，日本学生支援機構より，月刊誌「大学と学生」への記事
投稿の依頼，協議会等でのISO14001認証取得経緯の報告依頼を受けての発表等がありました。
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出雲キャンパスでの取組み

出雲キャンパスでは，医学部の学生を対象に，環境と健康に関するテ－マを中心に講義を行っています。

表9　医学部学生対象の環境と健康に関する講義

学科名 テーマ・内容　

医学科

①体温と体熱平衡－人の体温調節と地球温暖化－　地球温暖化の原因と
人体への影響，防止策

②環境ホルモン　環境汚染と内分泌撹乱物質

③健康科学論　地球温暖化と環境マネジメント

④個人情報保護とEMS

⑤環境保健　環境基本法，公害

⑥地域保健と衛生行政　環境汚染と地域保健

⑦地域保健・医療活動　環境汚染と地域医療

看護学科
①環境ホルモン　環境汚染と内分泌撹乱物質

②健康スポーツ科学概論　環境破壊

③環境保健学　EMSについて

これらの講義を通して，さまざまな環境と人間の健
康との関わりを理解するという教育目標などが設けら
れています。
今後の課題は，各学科，各学年の学生が万遍なく環

境に関する講義を受講できるように，カリキュラムを
体系化することです。

12

⑴医学部学生の環境教育

1. 環境教育 ―人と環境に優しい医師・看護士の養成を目指して―

写真48 看護学科における「環境汚染と
 内分泌撹乱物質」の講義風景

2006年度は，出雲キャンパスの全構成員に対し
EMS基本教育に取組みました。写真は各部署にお
いてEMS活動を推進するEMS推進員を対象にした
EMS研修会の研修風景です（写真49,50）。研修内容
は，出雲キャンパスにおけるEMSの概要でした。
幹部職員研修は，医学部教授会等，附属病院運営委

員会で開催しました。特別教育・訓練はISO14001
環境審査員研修，ISO14001内部監査員研修を実施

⑵医学部全体の環境教育に向けて

写真49　「第1回EMS研修会」の研修風景

�0
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しました。その他に，医療安全研修，感染対策研修
を実施しました。出雲キャンパスのために働く人々
への教育は，関係する委託業者に島根大学の環境方
針をお知らせし，環境への配慮及び教育・訓練につ
いて要請を行いました。

写真50　「第1回EMS研修会」の研修風景

2. 環境研究 ―健やかな心身は健やかな環境から―

⑴医学部の環境研究の状況
2006年度には，生活環境や環境影響物質の生体への影響などに関する環境研究は10件行われまし

た。これらの研究成果は，学会発表，講演会・講習会，地方自治体等への審議会などを通した協力，他
の研究機関や民間との共同研究などにより社会に還元しています。

⑵環境研究成果の普及に関する活動
①インターネットによる広報活動

島根大学として研究者情報データベースを通して，キーワードで検索でき，島根大学ホームページ内
の「環境に関する研究」にて公開しています。

②学会発表，講演会，講習会などの実施及び地方自治体への委員としての協力

環境に関する研究成果の学会発表，講演会，講習会等も積極的に行っています。また，環境関連の地
域貢献には，地方自治体等における審議会等の委員としての協力が挙げられます。

表10　講演会等の件数及び自治体等への委員としての協力実施件数　

学会発表・論文発表等 12件

講演会・講習会 17件

地方自治体等への協力（委員） 2件

⑶環境改善に関連する研究事例
①病室の内装改善による居住者の様々な生理機能の変化
　−寒冷期での短期滞在における検討−（医療・福祉施設の居住性向上に関する試験研究プロジェクト）

附属病院病室を快適にするために，寒冷期に自然素材を用いた病室内装改善による生理機能に与える
影響を検討しました。RI(放射性同位元素Radio	 Isotope)病室の従来型の病室と比べ改装した病室（写
真51,52）の方が，室温は高く，湿度は低く，湿度の変動は小さくなりました。改装病室は従来型病室
よりも，ヒトの体温は夕方から就寝前に高くなり，温熱的不快感が減りました。ストレスの指標となる
血漿コルチゾールレベルは，改装病室の方が低くなりました。これは，自然素材を用いた病室内装の改
善が，隔離病室に入室した時のストレスを緩和するのに役立つ可能性を示唆しています。
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②環境蓄積物質ペルフルオロオクタンスルホン酸の生体への作用とその機構

人工有機フッ素化合物の一つであるペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）は，家具・建築材な
どへのコーティング剤等として過去数十年に渡り多量に使用されてきました。これらの有機フッ素化合
物は，化学的に非常に安定で，自然界ではほとんど分解されないため，環境や生物への蓄積による生
態系への影響が懸念されています。2000年にPFOSの大手製造メーカーは，世界各地の野生生物中に
PFOSが高濃度に検出されたことを明らかにし，製造を2002年に中止しました。2005年6月にはス
ウェーデンが残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約の対象物質への追加を提案しました。基
礎看護学講座では，摘出血管を用いてPFOSの毒性評価を行い，ラット頸動脈では10μMで反応が見
られました。この濃度は人体で報告されています。血中最高濃度より低く，PFOS汚染の生体への影響
の可能性を初めて示しました。

写真51,52　改装後のRI病室

2006年度に出雲キャンパスで消費された主なエネルギーのデータを示します。
出雲キャンパスのエネルギー総使用量は，ESCO事業の開始により，2006年度に
は231,561	GJと，2005年度総使用量235,579	GJに比べて1.7%の削減とな
りました。
ESCO	(Energy	Service	Company)事業とは，省エネルギー設備の導入等によ

る光熱水費の削除分で，民間事業者が設備投資，設計，運転，メンテナンスなどのサー
ビスを包括的に提供し，省エネ効果を保証する事業です。出雲キャンパスのESCO事業は，大規模な事業
としては国立大学法人で全国初の取組みで，㈱日立製作所中国支社とは15年間サービス契約を結んでいま
す。2006年冬より稼働を開始し，2008年度の本格的なサービス開始を目指しています。省エネ率（10%
以上）とCO2削減（20%以上），設備投資費の抑制等が達成できる見込みです。

3. エネルギー消費の抑制 ― CO2削減20％以上を目指すESCO事業を開始―

Ａ重油

プロパンエアーガス

都市ガス（13A-LNG）

電　　力

原油換算合計

CO2排出量

 1,687㎘ （1,702㎘）  262㎘ （264㎘）  △1,425㎘ （△1,438㎘）

 78千㎥ （126㎘）  0千㎥ （0㎘）  △78千㎥ （△126㎘）

 0千㎥ （0㎘）  1,955千㎥ （2,325㎘）  1,955千㎥ （2,325㎘）

 17,013千kWh （4,259㎘）  10,293千kWh （2,534㎘）  △6,720千kWh （△1,725㎘）

（6,087㎘） （5,123㎘） （△964㎘）

14,320ｔ 11,013ｔ △3,307ｔ

ESCO事業導入前
（平成17年度実績）

ESCO事業導入後
（平成20年度以降）

ESCO事業導入後
省エネルギー効果

（　）内数値は原油換算量

表11　ESCO事業による省エネルギー効果
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省エネ行動の結果，出雲キャンパス
の電力使用量は，対前年度比0.7%の削
減となり，定期報告が義務づけられた
2003年度の使用量よりも0.8%減少し
ています。ESCO事業が本格稼働する
2008年度には，電力使用量は2006年
度に比べて約20%の削減が見込まれま
す。

⑴電力

図38　電力使用量
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2006年度にESCO事業の導入に伴い，
ボイラーの熱源改修により燃料をA重油
からガスに切り替えました。このため，
2006年度の使用量は前年度比で3.6倍
に増加しました。

⑵ガス

図39　ガス使用量
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ESCO事業導入に伴う燃料転換でガス
の使用量が増加する反面，A重油の使用
量は減少し，対前年度比で23%の削減と
なりました。

⑶重油

図40　重油使用量

0 300 600 900 1,200 1,500 1,800
（㎘）

1,667

1,702

1,687

1,299

2003年度

2004年度

2005年度

2006年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
（㎘）

964㎘

電力　2,534㎘電力　4,259㎘

都市ガス　2,325㎘
プロパン
エアーガス
126㎘

Ａ重油　254㎘

ESCO事業導入後
（平成20年度以降）

図37　原油換算による省エネルギー効果

Ａ重油　1,702㎘

ESCO事業導入前
（平成17年度実績）
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2006年度にA重油をガスに転換するこ
とにより，温室効果ガスを対前年度比で
3.3％削減しました。ESCO事業が本格稼
働する2008年度には，温室効果ガスの排
出は2003年度に比べて約20%の削減が
見込まれます。
なお，2006年の省エネルギー法改正に

より，CO2排出係数が変更となったため，
2003年度から2005年度の排出量も新し
い計算方法で比較してあります。

⑷温室効果ガス排出量

図41　温室効果ガス排出量
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出雲キャンパスでは，病院を含むため，
多くの市水を使用していますが，この使用
量を抑制するため，一度生活用水として利
用した水を下水道に流すまでにもう一度
トイレの流水等に再利用する方法（中水の
利用）により，水資源の枯渇に対応してい
ます。2006年度も市水258千㎥に対し
て中水を102千㎥使用しました。しかし，
2003年度に附属病院に自動水栓を導入し
て以降，使用量の大幅な削減は達成されて
いません。

⑸上下水道及び中水

図42　中水使用量

0 20 40 60 80 100 120 140 160
（千㎥）

140

147

119

102

2003年度

2004年度

2005年度

2006年度

①中水利用による上水道使用量の削減

下水道使用量は2005年度には対前年
度比10.7%と大幅に削減できましたが，
2006年度は対前年度比14.2%に増加し
ました。これは，2005年度が気候変動な
どで例外的に上下水道使用量が少なかった
ためで，2004年度比では2%の増加に留
まっています。しかし，上下水道使用量の
削減に本格的に取り組むために，2007年
度は節水の励行とともに，自動水栓や節水
コマの導入により水資源の枯渇に対応する
ことを検討しています。

②下水道使用量

図43　下水道使用量
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出雲キャンパスでは，少量ながらも多種多様な
有害物質等を教育，研究，診療に使用しています。
第一種指定化学物質の使用量は，2004年806㎏
が2005年には781㎏に微減しましたが，2006
年は1,027㎏に増加しました。使用量の多いキ
シレンとホルマリンですが，キシレンは2005年
345㎏から2006年269㎏に減少しているもの
の，ホルマリンは294㎏から590㎏と約2倍になっ
ていることが影響していると考えられます。
なお，「島根大学環境報告書2006」のデータで

は，2005年度の第一種指定化学物質使用量の数
値を「778㎏」としていましたが，グルタルアルデ
ヒドの使用量3㎏について集計漏れが判明したた
め，今回「781㎏」に修正しています。
これらの化学物質は，解剖実習や病理組織標本

作成に使用されています。
第二種有機溶剤として人体に影響のあるキシレ

ンについては，2004年から一部の研究室で代替
物質への転換が行われましたが，キシレン代替物
質は組織への浸透がやや不良で，全工程に代替物
質を使用するのは費用の点からも難しく，大幅な
使用量の削減には至っていません。
ホルマリンに関しては現時点では代替物質が無

く，診療及び研究教育に不可欠なことから，対策
としては使用量の削減を心がけるとともに，再生
や無毒化などの検討を行っているところです。
医学科解剖実習室や附属病院検査部では，局所

排気装置や換気装置の導入が図られ，ヒトへの暴
露が低下しました。また，出雲キャンパスにある
総合科学研究支援センター生体情報・RI実験分野
には，2004年に有害な化学物質取扱用に安全キャ
ビネットが導入され，ヒトへの暴露軽減の為に活用
されています。
なお，実験廃液の分別管理，法令順守評価，放

射性同位元素や遺伝子組換え体の管理等について
は，松江キャンパスと同様に行っています。
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図44　第一種指定化学物質投入量

4. 実験に伴う環境負荷の低減 ― 有害物質の削減削減・代替・再生・無毒化を目指して―
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図45　主要な化学物質の使用量
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写真53 パラフィン包埋過程
ではキシレンを使用

写真54 染色，封入過程で
 代替物質を使用

写真55　有機溶媒再生装置
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出雲キャンパスでは2006年度，生活系のごみ排出の低
減を目標に活動を行いました。これまで，学内から排出さ
れる資源ごみのリサイクルについて，きちんとしたマニュ
アルがなかったことから，資源ごみのリサイクルの体制を
整備し，「島根大学出雲キャンパス生活系ごみ回収マニュア
ル」の作成と周知を行いました。
構内のごみ箱の設置調査を行い，屋外にあるごみ箱撤去，

建物内でのごみ箱の削減・撤去，ごみ箱の統一化と設置を
行いました。
2007年3月に，学生や患者さんの利用する講義棟や病棟

では「燃えるごみ（赤）」，「燃えないごみ（青）」，資源ごみとして「乾電池などその他のごみ（白），空きび
ん（茶），飲料用空き缶（灰），ペットボトル（黄），古紙（ラック）」を統一したごみ箱として設置しました(写
真56)。看護学科棟や病棟では分別方法や「出し方の注意事項」の説明をごみ箱に貼り付けて，ペットボ
トル等のリサイクルに役立てています。研究室や事務室などの特定の教職員が利用するごみ箱について
は，それまで使っていたごみ箱に分別するごみを表示して分別できるように工夫しました。

⑴生活系ごみ分別収集の開始

5. リサイクルとごみ低減対策 ― 分別の徹底により古紙回収率が大幅UP―

写真56　分別用ごみ箱

図45は医学部と附属病院からの事業所ごみ排
出量(kg)ですが，2006年度は附属病院からの一
般ごみ排出量が減少しています。附属病院からの
一般ごみとしては，紙類が多く排出されています。
出雲キャンパスからのごみ排出量の多くを占める
紙類については，従来から古紙回収を行っていま
すが，2006年度後半から分別収集の強化にあわ
せて古紙リサイクルを重点的に取組みました。そ
の結果，2006年度は古紙回収量を大幅に増加す
ることができました(図47)。
紙の使用削減について，2007年度の目標は

2004年度比の3%削減としていますが，2006

⑵資源ごみの回収と紙の使用削減
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図47　古紙回収量

2004 2005 2006

18,990
20,975

35,570

（年度）

回収量（㎏）

0

50

100

150

200

250

300

附属病院 医学部

排出量（ｔ）

図46　事業所ごみの排出量
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年度も紙の購入量は増加しています。更紙は毎年減少していますが，コピー用再生紙は年々購入量が増
加しています(図48)。
2007年度以降の紙使用量の削減策としては，附属病院での電子カルテ本格稼働による診療録等の電

子化，会議でのプレゼンテーションシステム導入によるペーパーレス化，講義資料等の削減を進める予
定です。

医学部附属病院は，616床を有する救急告示病院
であり，内科系，外科系など27診療科を有していま
す。2006年度には外来患者239,723人，入院患者
184,344人の方が利用されました。島根県の先進医
療と地域医療，医師や看護師の育成の拠点となってい
ます。こうした診療活動では，患者さん及び教職員や
学生の安全確保に多くの努力が払われています。
特に，インフルエンザ，結核菌，多剤耐性細菌など

の感染対策には，抗菌薬，消毒薬，使い捨てのプラス
チック医療器具などの多くの資源が使われています。
免疫力の低下した患者，手術後の患者，未熟児，高齢
者などの感染しやすい患者さんは，通常の病原微生物	
のみならず，感染力の弱い微生物によっても，院内
感染を起こす可能性があります。このため，附属病院
内で抗菌薬の適正な使用，汚染源の滅菌や消毒法，標
準予防策の徹底，栄養サポートにより，感染を制御す
ることが重要となっています。附属病院では，感染対
策チーム，医療安全チーム，安全衛生委員会などが協
力して感染制御に努めています（写真57,58）。特に，
感染対策チームは院内感染を制御すべく，医療スタッ
フや学生を対象とした院内感染研修会の開催など，啓
発活動を展開してきました。院内での細菌の伝播を阻
止するために，使い捨ての手袋，マスク，エプロンを
病室内に配置し（写真59），医療スタッフに着用を促
すとともに，一行為毎の手指消毒の重要性を訴えてき
ました。
不適切な抗菌薬使用や乱用は，院内感染や耐性菌の

出現と蔓延化の要因となります。感染対策チームでは，
2006年度には注射用抗菌薬の投与日数モニタリング
により，漫然とした長期投与を減らすために介入を開
始しました。その結果，附属病院での入院患者への抗
菌薬使用量は，2005年度に比較して注射用抗菌薬で
約6%，内用・外用抗菌薬で約25%の減少が認めら
れました（図49）。さらに，2007年度からは一部の
注射用抗菌薬を使用届出制とする新たなシステムを導
入します。これにより，適正な抗菌薬治療が行われる

6. 診療に伴う環境負荷の低減 ― 抗菌薬・注射針等の管理徹底で人も環境も守る病院へ―

写真57　NICU（新生児集中治療室）の環境調査

写真58　ICT（感染対策チーム）による病棟回診

写真59　病室に設置された手袋等
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ようチェックシステムの確立及び感染対策チームの介入強化を目標にしています。一方，消毒用エタノー
ルの使用量は，医療機器や床などの消毒方法を見直し，効果・効率的な消毒の実践により，2004年度
に比較して2005年度は激減し，2006年度も使用量の抑制を継続することができました（図50）。

また，針刺し事故で最も多かった注射針等の回収時の事故防止のために，感染性廃棄物の標準的な廃
棄・回収手順の設定，注射・採血後に簡単な操作で針先を注射器内に収納できる安全注射器の導入など
により，肝炎ウィルス暴露事故が2003年17件から2005年9件に半減しました。また，危険物（注射
針等）の廃棄容器を耐貫通性容器（針等が突き抜けない丈夫な密閉容器：足踏みペダル式で蓋の開閉がで
きるペール缶，写真60）での回収に変更し，携帯用の針捨て容器も大型の物を採用し，リキャップの防
止に努めています。2006年度には，病院から排出される医療廃棄物（感染性医療廃棄物）の分別収集の
徹底を行い，環境に配慮しました。
2006年度には電子カルテシステムが本格導入され，診療におけるペーパーレス・フィルムレス化が

徐々に進みつつあります。このことにより，紙資源の節約及び廃棄物の減少につながるものと期待され
ます。
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図49　入院患者への抗生物質使用量 図50　消毒用エタノール使用量

写真61　携帯用針捨て容器写真60　危険物廃棄用ペール缶
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⑴石綿撤去の取組み
①石綿による健康被害

2003年に水道管などの製造工場及びその周辺
で，石綿暴露による悪性中皮腫や肺がんが多発して
いたことが社会問題となりました。

②大学における石綿使用とこれまでの対策

1975年ごろまでに建設された教育施設で
も，アスベストの吹き付け作業が行われましたが，
1990年に，5％を超える石綿については，撤去等
の対策が完了していました。しかし，2005年7月
に石綿障害予防規則が施行されたのに伴い，文部科
学省から吹き付けアスベスト（1%以上の石綿を含
むアスベスト，ロックウールやひる石）等の調査を
行い，対策をとるように求められました。

③出雲キャンパスでの石綿使用

出雲キャンパスでは，2005年秋に石綿を含む建材使用及び石綿の環境測定を行いました。その結果，
石綿2%未満を含むロックウールやひる石が，医学部及び附属病院の機械室の壁と天井，講義棟の耐火
被覆，附属病院病棟の階段天井などに同年12月に見つかりました。石綿製品使用区域周辺での環境測
定を実施しましたが，石綿繊維は検出されませんでした。

④石綿撤去

2006年の夏休みに，医学部及び附属病院での吹き付けアスベスト等の撤去等の対策を完了しました。

⑵禁煙への取組み
①喫煙による社会問題

喫煙は，健康被害（悪性新生物，心疾患，呼吸器疾患など）の最も大きな生活習慣です。たばこの煙
には約200種類の有害物質が含まれ，このうち60種類が発がん物質とされています。喫煙者はこれら
の有害物質を直接吸うわけですから，喉頭がんや肺がんなどが多くなるわけです。たばこによって増え
た死亡者数は，年間9万5千人と推定されています。しかし，周囲に喫煙者がいる場合，自らはたばこ
を吸わなくても副流煙や呼出煙を吸い込んでいます。このようなことを「受動喫煙」といいます。受動喫
煙によっても，肺がんや乳がんの危険性が高くなることが報告されています。
さらに，喫煙による国民の経済的負担も多大なものであり，超過医療費は１兆円以上，たばこ購入コ

スト，火災，ごみ処理など広範囲にわたっています。

②出雲キャンパスでのこれまでの取組み

このため，出雲キャンパスでは，学生への禁煙教育，附属病院での禁煙外来設置，また2005年から
は喫煙場所の制限などにより，健康で快適なキャンパスづくりを進めてきました。

7. キャンパス･アメニティ，学生の環境に対する取組み
　　― 石綿撤去が完了・病院敷地内全面禁煙へ ―

写真62　石綿撤去作業
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③禁煙対策強化の取組み

2002年に施行された「健康増進法」第25条では，学校，病
院，官公庁施設などの多数の者が利用する施設を管理するもの
は，これらを利用する者について，受動喫煙（室内又はこれに
準ずる環境において，他人のたばこの煙を吸わされること）を
防止するための必要な措置を講ずるように努めなければならな
いとされています。
また，医療の質の向上を進める日本医療機能評価機構の病院

評価（Ver5.0）では，精神科や緩和ケア病棟などを除いて全館
禁煙が必須条件になっています。このため，出雲キャンパスで
は，禁煙対策により，健康で快適なキャンパスをつくるために
EMS実施・対応委員会と安全衛生委員会が協力し，2007年4月から，1)出雲キャンパスの建物内の禁
煙，2)病院では建物内だけでなく，駐車場なども含めた「病院敷地内全面禁煙」，3)病院外の医学部敷
地での喫煙場所の制限，を行うように取組みを進めています。
2006年度には，禁煙ポリシーを確立し，病院敷地内禁煙のため敷地区域の設定，関係部署との調整，

職員等への広報，喫煙場所の設定と整備を行いました。写真のような安全でデザインにすぐれた灰皿ス
タンドを導入することになりました。

⑶キャンパス美化の取組み
①駐輪マナーの改善と放置自転車撤去

2005年度から2006年度にかけて看護学科棟前に自転車
駐輪場が整備され，看護学科棟周辺の駐輪マナーは改善しまし
た。しかし，医学科等周辺には自転車が乱雑に置かれ，交通の
妨げとなっています。また，卒業生等が自転車を放置したまま
移動することも多く，持ち主の不明な自転車やバイクが多く見
られました。
このため，2007年2月に，不明の自転車等に一定期間所有

者の申し出を呼びかけた後，撤去を行いました。2006年度の
撤去台数は，自転車113台，バイク4台でした。
また，附属病院周辺で，許可された利用者以外の自家用車の

駐車が多くあり，外来患者さんや見舞客からの苦情もあります。今後，附属病院の再開発に伴う駐車場
の新設・移転，有料化なども検討されており，2007～ 2008年度には，駐輪・駐車場の適正な配置
と管理についての調査や検討が予定されています。

②キャンパスの緑化

キャンパスの緑化，環境整備のために学生サークルである
ガーデニング研究会などを中心に，キャンパスの清掃や草取り，
花の苗を植えたプランターの設置などを進めています。
また，例年，各種の学外団体からボランティアで附属病院周

囲の除草等の環境整備を行っていただいております。2006年
度は，延べ300人以上の方のご協力をいただきました。
なお，教職員は年2回キャンパスクリーンデー

として，医学部長を先頭にごみや雑草の除去を
行っています。

写真63　灰皿スタンド

写真64　整備された看護学科駐輪場

写真65　ボランティアによる清掃作業

�0

国立大学法人 島根大学　環境報告書2007



⑴地域社会とのコミュ二ケーション
出雲キャンパスでは，松江キャンパスと同様に，地域社会の一員として地域のみなさんの環境問題に

関する声に耳を傾けていますので，ホームページ上でご意見・ご要望をお寄せください。
地域のみなさんの声は，EMS実施委員会で審議・調査いたします。

⑵キャンパス内コミュ二ケーション
出雲キャンパス内の環境問題等に対して，学生・教職員の皆さんからご意見・お問い合わせ等をして

いただく「キャンパス環境投書箱」を設置しております。島根大学ホームページからアクセスでき，投稿
内容はＥＭＳ実施委員会で検討されます。
①緑地等の自然環境の保全，②廃棄物の減量化，

処理及び再資源化，③省エネルギー，④交通問題対
策，⑤環境教育，⑥環境マネジメントシステム，⑦
その他学内環境の改善，の事項について，ご意見・
お問い合わせを受け付けております。
2006年度は，放置自転車及びごみの不法投棄

についてご意見がありましたので，放置自転車につ
いてはキャンパスアメニティ活動の一環として撤去
を行いました。また，ごみの不法投棄については，
掲示をすると共に，照明設備を設置するなどの防止
対策を行いました。

8. コミュ二ケーション ― 意識の高まりと共に増加するコミュニケーション―

写真66　放置自転車撤去の様子

四季の風景：初夏の医学分館中庭（出雲キャンパス）
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第三者評価について13
⑴まつえ環境市民会議代表からのコメントをいただきました

島根大学は松江市の中で飛び抜けて構成員が多く，エネルギー消費も
最大の事業体であり，松江市が抱える諸々の環境問題に及ぼす影響は非
常に大きいものです。その島根大学が自主的に環境問題に取り組んでお
られることを知り，心強く思いました。この様な活動はともすれば一部
の推進者の空回りに終わり，組織構成員の末端まで浸透しにくいもので
すが，島根大学では学生・教職員までかなり浸透していることが伺えま
す。構成員の日常でのちょっとした心遣いがエネルギー ･資源の無駄を
減らし，キャンパスの美観を維持させるものでしょう。そういう意味で
は，活動を理解し協力する人の輪を，いかに大きなものにするかが成功
の鍵となります。特に，次世代を担う学生諸君への働きかけが重要であり，
島根大学が「学生とともに歩み，育つ環境マネジメントシステムへ」との
標語の下に学生の意識を高め，人材を育成し，活動を支える柱にしよう
としている点は高く評価できます。現時点では，積極的に取り組んでいる学生はまだごく一部に限られてい
るように思われますが，今後さらに学生の輪が広がり，その新鮮な感覚と豊かな行動力が活動に反映されて
くることを期待しております。
　今年の夏の猛暑から地球温暖化が実感されましたが，それが人類のエネルギーや資源の浪費と森林を

初めとする自然環境の破壊の結果だとすると，このまま放置することはできません。私たち一人ひとりが自
分の生活習慣を見直し，対応する必要があります。島根大学もエネルギー消費，実験系廃棄物の処理，ゴミ
の低減とリサイクルなどの問題に積極的に取り組んでおられますが，将来にわたってこの取組みを強化して
いただきたいと思います。そのためには，年間の統計量だけでなく，月別，組織別あるいは建物別などきめ
細かい統計を取り，解析することにより，どこに問題があるかを把握して改善につなげる必要があります。
その様な解析結果と改善内容が掲載されれば，さらに充実した環境報告書になるものと思われ，今後に期待
したいと思います。
　私が代表を務めております「まつえ環境市民会議」は，今年2月に発足したばかりのボランティア団体

で，松江市を世界に誇る環境主都にすることを目指して，自然環境の保全，ゴミ処理とリサイクル，省エネ
ルギー，環境教育などへの取組みを，市民と事業者及び行政が協働して進めています。活動に必要な経費は，
会員からの会費と市や県からの補助金に頼っています。島根大学の学生もすでに9名ほどが参加してくれて
いますが，まだ人の輪は小さく，大した成果を挙げるには至っておりません。島根大学は，社会貢献を使命
の一つにしておられますので，できましたら私どもの輪に加わり，大学がもつ豊富な知恵と経験を地域のた
めに生かしていただければと願っております。

まつえ環境市民会議代表　松 井 佳 久 氏

四季の風景：みのりの小道に咲くチューリップ（松江キャンパス）
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⑶医学部附属病院でのプライバシーマーク（JIS Q 15001）取得

医学部附属病院では，2007年２月23日に全国の大学病院とし
て２番目となる「プライバシーマーク（JIS	Q	15001）」を取得し
ました。
「プライバシーマーク（JIS	Q	15001）」とは，個人情報につい
て適切な保護措置を講ずる体制が整備されている事業者に対し，認
定する制度です。
取得に当たり，附属病院では職員に対する個人情報保護に関する
研修会の開催，コンプライアンス・プログラム（所有する個人情報
を保護するための方針，組織，計画，実施，監査及び見直しを含む
マネジメントシステム）の作成と併せ，個人情報が保管されている
室の出入を制御するテンキーの設置，パソコンへのワイヤーロック
の取付け等ハード面での整備も行いました。
取得したプライバシーマークは，附属病院ホームページや院内に
表示しており，患者さんの個人情報保護に関する意識の向上に寄与
しています。

⑵松江キャンパスでのISO14001定期審査合格及び範囲拡大審査認証取得
松江キャンパスでは，財団法人	日本品質保証機構による審査

を受け，その結果環境に配慮した松江キャンパスでの活動が第
三者評価として認められ，2006年3月10日にISO14001の
認証を取得いたしました。
そして，2007年2月には，1年目の定期審査に合格し，また

新たに範囲を拡大した大輪地区及び本庄地区においても認証を
取得しました。	
引き続き，2007年5月より出雲キャンパスにおいて活動を

開始し，2008年3月には範囲を拡大し，全キャンパスでの認
証取得を目指します。

JQA-EM5230

プライバシーマーク
は医学部附属病院が
取得したものです。
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⑷医学部附属病院での「働きやすい病院評価」の認証取得

医学部附属病院では，特定非営利活動法人「女性医師のキャリア
形成・維持・向上をめざす会」（ejnet）が行う「働きやすい病院評価」
の認証を2007年３月11日に取得しました。全国の大学病院では
初めてであり，全病院を通しても全国で６番目の認証取得です。
この事業は，「女性医師・すべての医療従事者が安心して働くこ
とができる病院」という観点からejnetが第三者確認を行い，病院
の「働きやすさ」を評価・認定することにより，わが国における「働
きやすい病院」のインフラ整備が着実に実現されていくことを目指
して実施されているものです。
附属病院でも，「働きやすい病院評価」の認証を取得することによ
り，医師，看護師，復職希望の女性医師等医療従事者への認知度の
高まりを期待し，そのことによって優秀な人材の確保を行うととも
に，患者さんの信頼感・安心感の醸成，ひいては患者さんに選ばれ
る病院となることを目的に受審したものです。
病院内保育所の設置，「女性にやさしい病院ワーキング・グループ」
の設置等を通して，病院長を中心とした就労環境改善への前向きな
姿勢が評価されたものと思われます。
なお，認証期間は取得日から５年間です。

四季の風景：晩秋の本部棟付近（松江キャンパス）
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自己評価
環境報告書の作成にあたっては，環境省より「環境報告書の信頼性を高めるための自己評価の手引き

（2006年6月20日報道発表）」が公表されました。島根大学ではこの手引きに基づき，環境報告書記載内
容について，以下の自己評価を実施しました。

14

環境報告書ガイドラインに基づく項目 記載の
有無

重要な
項目

記載無
の理由 網羅性 記載無の理由，対応目次番号

１．基本的項目
⑴経営責任者の緒言（総括及び誓約を含む） 有 ― ○ 1

⑵報告に当たっての基本的要件（対象組織，期間，
分野） 有 ― ○ 4，5

⑶事業の概況 有 ― ○ 4

２．事業活動における環境配慮の方針・目標・実績等の総括
⑷事業活動における環境配慮の方針 有 ○ ― ○ 2

⑸事業活動における環境配慮の取組みに関する目
標，計画及び実績等の総括 有 ○ ― ○ 6

⑹事業活動のマテリアルバランス 有 ○ ― ○ 7

⑺環境会計情報の総括 無 有 ― コスト管理とは馴染まない活
動分野が多いため

３．環境マネジメントの状況
⑻環境マネジメントシステムの状況 有 ○ ― ○ 5～12

⑼環境に配慮したサプライチェーンマネジメント
等の状況 無 有 ― 取引先との接点が少ないため

⑽環境に配慮した新技術等の研究開発の状況 有 ○ ― ○ 11，12

⑾環境情報開示，環境コミュニケーションの状況 有 ○ ― ○ 11，12

⑿環境に関する規則遵守の状況 有 ○ ― ○ 8

⒀環境に関する社会貢献活動の状況 有 ○ ― ○ 9，11，12

４．事業活動に伴う環境負荷及びその低減に向けた取組みの状況
⒁総エネルギー投入量及びその低減対策 有 ○ ― ○ 7，11，12

⒂総物質投入量及びその低減対策 有 ○ ― ○ 7

⒃水資源投入量及びその低減対策 有 ○ ― ○ 11，12

⒄温室効果ガス等の大気への排出量及びその低減
対策 有 ○ ― ○ 7，11，12

⒅化学物質排出量・移動量及びその低減対策 有 ○ ― ○ 11，12

⒆総製品生産量又は総商品販売量 有 ○ ― ○ 7

⒇廃棄物等総排出量，廃棄物最終処分量及びその
低減対策 有 ○ ― ○ 11，12

�総排水量及びその低減対策 有 ○ ― ○ 11，12

�輸送に係る環境負荷の状況及びその低減対策 無 有 ― 輸送部門が少ないため
�グリーン購入の状況及びその推進方法 有 ○ ― ○ 10
�製品・サービスのライフサイクルでの環境負荷
の状況及びその低減対策 無 有 ― 生産に関わる環境負荷が少な

いため

�社会的取組みの状況 有 ○ ― ○ 9

※「重要な項目」は利害関係者の期待やニーズから，評価実施者が重要な項目かどうかを検討しました。
　「網羅性」は問題がなければ○を記載しています。
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島根大学環境シンボルマーク
　島根大学では教育･研究･医療･社会貢献活動
を通じて環境問題に取り組んでいます。
　このマークに描かれている「葉」は環境への
配慮を，「ペン」はあらゆる教育を通じて学習
し，さまざまな環境問題に取り組んでいく姿勢
を表しています。
　まさに島根大学の姿勢を表すシンボルマーク
と言えるでしょう。
　島根大学ではこのシンボルマークを環境方針
カードに記し，教職員（構成員），学生（準構成
員）一人ひとりが環境を改善するために何がで
きるかをカードの裏面に書きとめています。

島根大学マスコットキャラクター
ビビット
　本を抱えて元気よく歩いているビビット。彼
の頭についているアンテナは常に時代をキャッ
チすることができます。環境報告書にも度々登
場するビビットは，学生EMS委員会委員を中心
とした学生たちの手によって描かれています。

ビビット挿絵作者： 宮崎，糸原，森本，川原，
 山下，横手，川嶋
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